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(2)古墳時代の棒状礫について

当遺跡からは， ma'層中及び竪穴住居跡内から棒状礫

が集中して検出されている。このような遺構あるいは状

態に関して，南九州においてわずかではあるが確認され

ており，ここでまとめてみたい。

鹿児島県下で確認されている遺跡を表27に示した。古

くは，辻堂原遺跡の48号住居で， 「河原石として 6点余

りがまとまっている」と記述され写真が掲載されている栞

当遺跡の上流に位置する川辺町古市遺跡では， 3号竪穴

住居跡の埋士中から20点余り棒状礫が出士している。ま
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表27 棒状礫出土遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地 遺構名称等

6号住

1 上水流遺跡 南さつま市金峰町花瀬 8号住

包含層集積

2 古市遺跡 南九州市川辺町 3号住

3 堂園遺跡B地点 南九州市川辺町神殿 住居内

4 辻堂原遺跡 日置市吹上町花熟里 48号住

5 鹿大構内遺跡 鹿児島市郡元町

6 永野原遺跡
肝付町（高山町）後田永 1号住

野原 2号住

7 保養院遺跡 姶良郡姶良町平松
5号住

包含層集積2基

8 軍宮下遺跡 鹿屋市吾平町上名 13T包含層集積

はじめに，当遺跡の棒状礫の概要を述べておきたい。

上水流遺跡出士の棒状礫は，周辺で比較的容易に獲得で

きる頁岩系の石材が大半を占め，その名称の通り棒状を

呈する。その長さと重量は，表 1・2の通りである。こ

れで見ると，長さは13~15cm, 重さは400~500gに分

布が集中する。また，感覚的に握り易く両端に敲打痕が

認められる資料もある。だが，その数は総出士点数に対

して25%と決して多くはない。このことから，厳密に全

てが敲打具であるとは言い切れない部分もある。このよ

うな状況であるが，敲打を有する資料について，敲打の

角度は，敲打痕を有する部分が比較的平面を形成してい

るため，振り下ろす敲打と言うよりは，むしろ，上から

潰すような敲きが多かったという可能性も考えられる。

また，敲打面がわずかながら赤化しており，高温の状態

のものを対象物としていた可能性もある。

ここで，川辺町古市遺跡資料を参照したい。表28は，

長さと重さについて示したものである。この表から当遺

跡の傾向と近似していることがわかる。残念ながら他の

遺跡資料についてデータを作成するには至らなかったが，

棒状礫の集中には目的があった点を指摘することが出来

よう。加えて，これらの棒状礫は全体的にトロッとして

光沢を持つものが多い。これは，直接手で握ると言うよ

りは，むしろ手袋や革などを介して握り敲打を行ってい

たとは考えられないだろうか。

さ



表28 古市遺跡 2号住居内出土礫

番号
重量 長さ 幅 厚

備考
(kg) (cm) (cm) (cm) 

1 0.22 131 57 2.9 

2 0.46 131 70 4.5 

3 0.27 145 42 3.6 

4 0.56 168 67 5.2 

5 0.42 14.2 6.0 3.9 

6 0.44 15.2 5.8 4.2 

7 0.34 13.2 6.2 3.3 

8 0.30 13.6 5.0 3.4 ， 0.38 14.2 5.5 3.9 

10 0.44 13 7 68 4.3 

11 0.48 130 70 4.0 

12 0.40 133 56 3.6 

13 0.64 158 58 5.2 

14 0.22 13.2 3.4 3.3 

15 0.40 13.7 4.0 2.9 

16 0.42 14.7 4.7 2.5 

17 0.20 10.3 4.5 2.4 

18 0.56 13.9 6.5 6.1 

19 0.30 165 51 2.2 

20 0.70 195 61 3.4 

リングを実施していないという点に尽きる。今後，調査

の視点として留意して行かなくてはならない。事実 5 

号住からは摘鎌も出土しており，古墳時代における鉄器

生産の視点も視野に入れながら棒状礫を捉えて行かなく

てはならないであろう。また，各住居跡にば焼土が検出

されている。屋内炉の可能性を想定しながら調査・報告

を行ってきたが， 2号では 2箇所に， 4号では著しい赤

化現象が確認できている。これらの現象についても， 1 

つの可能性に限定せずに幅広く捉える必要があるのかも

知れない。

鹿児島県内における古墳時代の製鉄遺跡というと，先

に挙げた高山町永野原遺跡や指宿市尾長谷迫遺跡が著名

であるが，検出例は極めて少ない。さらに，尾長谷迫遺

跡は笹貰段階に属し 6世紀代が想定されている。当遺跡

の資料は，笹貰段階を含んではいるものの笹貰段階でも

比較的古い様相が残っている。幸いなことに須恵器が伴

っており， これらの資料から見ると 5世紀後半代である

と思われ，製鉄や鉄器などを中心に考察を行う上では極
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表29 天草砥石出土遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地
時代

古墳 古代 中世 近世

1 上水流遺跡 南さつま市金峰町 ． 
2 持鉢松遺跡 南さつま市金蜂町 ． 
3 小中原遺跡 南さつま市金岐町 ． 
4 辻堂原遺跡 日置市吹上町 ． 
5 下永迫A遺跡 日置市伊集院1BT ． 
6 城下遺跡 薩摩川内市百次町城下 ． 
7 上野城跡 薩摩川内市百次町上野

8 計志加里遺跡 薩摩川内市中郷町 ． ， 大島遺跡 薩摩川内市東大小路町 ． 
10 成岡遺跡 薩摩川内市中福良町 ． 
11 大坪遺跡 出水市黄金町・美原町 ． 
12 小山遺跡 鹿児島市吉田1BJ ． 

は古代の出土例があり，薩摩川内市周辺では，計志加里

遺跡や大島遺跡など古代から中世にかけての遺跡で出土

している。このように，天草砥石及びその可能性のある

資料は，薩摩半島に多い傾向がうかがえ，時期的な問題

も含めて今後検討して行かなくてはならない資料と考え

られる。

以上，当遺跡資料を基に類例を検討し，極小規模な製

鉄に関連する遣物の可能性を指摘することが出来た。こ

のような棒状礫は，意外にも該期の竪穴住居跡内から出

上しているようである。明確な使用痕などの確認が困難

であるなどの理由からその位置付けについては不明の状

態が続いていた。今回， 1つの可能性を指摘することが

出来たが， これを検証するためにも，小鉄片の採取法な

ど調査中に取り組むべき課題も示すことが出来た。今後

その他の可能性も視野に入れながら検討を重ねていきた

し）。

最後に，村上恭通氏には遺跡の性格付けを左右する重

要な御教示を得ることが出来た。末筆ながら感謝したい。
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第 3節 上水流遺跡における種子圧痕

今回の整理作業において，籾や種子の圧痕を有する土

器が 5点確認された。そのうち 2点は第 3章で紹介して

いる住居内遺物である。その他の 3点は本報告書では図

化していない。ここで写真とともに紹介したい。写真は

圧痕のレプリカを作成し，電子顕微鏡で撮影した。レプ

リカ作成顕微鏡写真撮影には永濱功治氏の協力を得た。

1 10号住居内遺物（第51図 14)

甕形土器の脚部内面に長

さ約 8mmの籾痕を有する。

顕微鏡写真では籾特有の顆

粒状の粒が観察できる。

第203図 14の土器実測図

図版44 14の圧痕部分拡大写真
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図版45 14のレプリカ電子顕微鏡写真
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図版46 4の圧痕部分拡大写真

図版47 4のレプリカ電子顕微鏡写真

3 その他の資料

(1) 圧痕資料 l

II層出土の成川式土器である。脚を有する甕形土器

の底部であると考えられる。内面に長さ 6mm程度の圧痕

が認められる。レプリカの顕微鏡写真による全体的な形

状や表面の起伏の状況からみて籾痕であると考えられる。

図版48 圧痕資料 1の圧痕部分拡大写真
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図版49 圧痕資料 1のレプリカ電子顕微鏡写真

(2)圧痕資料 2

一括取り上げ資料である。全体的に摩耗している。古

墳時代の高坪の脚部であると考えられる。外面は赤色頻

料が塗布されており，胎土には赤茶色の粒が含まれてい

る。

圧痕の先端には棒状の突起が観察されるがこれが何か

は明らかではない。

図版50 圧痕資料 2の圧痕部分拡大写真

図版51 圧痕資料 2のレプリカ電子顕微鏡写真
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(3)圧痕資料 3

w層出土の成川式土器である。外面に長さ約 7mmの種

子圧痕が確認できる。先端部が尖り，表面の起伏は乏し

い。具体的に特定することができなかったが，何かの種

子痕であろう。

図版52 圧痕資料 3の圧痕部分拡大写真

図版53 圧痕資料3のレプリカ電子顕微鏡写真

第 4節 籾圧痕から見た南九州における初期農耕の様相

(1) はじめに

本遺跡において古墳時代の遺物中に籾圧痕を有すると

考えられる士器が 3点認められた。万之瀬川流域におい

ては本遺跡下流にある持肺松遺跡において弥生時代後期

～終末期にかけての甕型土器に籾圧痕と思われる圧痕が

2点確認された。本節では籾痕を有する土器の出土状況

から南九州の初期農耕の様相を考察したい。

(2) 籾痕を有する土器について

土器の製作過程で何らかの原因で焼成前に籾が付着し，

その圧痕が残ったものと思われる。籾痕は口縁部，胴部，

底部など土器のあらゆる部位に付着している。戦前から

その存在は知られており，弥生時代農耕開始論を補強す

る資料として取り上げられてきた。しかし発掘調査の増

加に伴い，籾痕を有する縄文時代の遺物も見られるよう



になった。イネは本来から日本にあった訳ではなく， こ

のような籾痕が土器に存在するということは，その土器

が製作される以前までにイネが伝播しているということ

がいえる。このような圧痕資料はイネの伝播ルート，農

耕の開始時期，農耕の伝播の様相などを解明するうえで

の格好の資料となりうる。

(3) 南九州における籾痕資料

籾痕の資料は全国的に存在するが，南九州における籾

痕の出土報告を調査した（表30)。調査は南九州地域の

発掘調査報告書に基づいて行った。実測図，拓影，図版

観察表等の記述から，籾痕と報告されているものを取り

上げた（註 1)。報告書には籾痕の記述がなくとも拓影，

図版等から籾痕を有する可能性がある遺物も見られたが，

遺物を実見できなかったため今回は取り上げなかった。

表示した遺物以外にも籾痕の資料が存在する可能性を指

摘するにとどめたい（註 2)。

籾痕は圧倒的に古墳時代に多い。今後縄文時代晩期か

ら弥生時代にかけての資料が増加することによって南九

州における初期農耕の様相を解明することが期待できる。

現在までの資料からいえることの傾向について若千の所

見を述べる。

都城市の遺跡を除いていずれの遺跡も標高60~130m

の台地状に立地する。また，水田遺構等は確認されてい

ないことなどから，これらの遺跡では陸稲農耕が行われ

ていたと推測する。南九州内の水田遺構が発見された遺

跡としては鹿児島市の鹿児島大学構内遺跡や薩摩川内市

の京田遺跡などがあるが，いずれも標高が低く湿地であ

る。このような一部の水田に適した場所以外は陸稲農耕

が営まれていたのではなかろうか。水田を営むには水路

表30 籾痕出土報告書一覧

番号 遺跡名 市町村名（現） 時代 文献

1 坂本 A・B 都城市 弥生 註3

2 黒 土 都城市 縄文晩期 註4

3 上中段 曽於市 縄文晩期 註5

4 麦之浦貝塚 薩摩川内市 古墳 註6

5 市ノ原 日置市 縄文晩期～古墳 註7

6 高橋貝塚 南さつま市 弥生前期 註8

7 下 原 南さつま市 縄文晩期 註9

8 持鉢松 南さつま市 弥生後期 註9， 上水流 南さつま市 古墳 註10

10 上加世田 南さつま市 弥生・古墳 註11

山下堀頭 鹿児島市 弥生終末 註12

12 鹿大構内 鹿児島市 弥 註13

中 原 鹿屋市 古墳 註14

や畦

が十分に確保できることなどの条件が整っていることが

の設営などの大規模な共同作業が必要であることと用水

必要である。しかしながら，南九州ではこれらの条件は

整えにくかったのであろう。そしておそらくは水の確保

がもっとも難しかったのではなかろうか。本遺跡におい

ても10軒以上の住居跡が存在する集落遺跡にもかかわら

ず当時の水田耕作をうかがわせる遺構が検出されなかっ

たことは，労働力不足以上に水の確保が難しかったこと

が推測できる。

また籾痕の分布状況を図 1に示した。この図を見る限

りでは地域的な極端な偏りは見られない。古墳時代まで

には南九州全域で営まれていたことが伺える。しかし弥

生時代の籾痕となると薩摩半島と都城盆地周辺に限られ

ている。資料数が少ないため現時点での即断は避けるが，

今後の資料の増加にともない弥生時代の稲作の様相，稲

作の伝播）レートが解明できることを期待したい。

分布状況に関してもう 1点あげると，南九州本土にお

いてはほぼ全域に分布すると考えられるが，南西諸島の

遺跡からは籾痕が確認されなかった。しかし，報告書の

図版等に種子痕らしきものが数点見られる。現時点では

南西諸島における初期稲作農耕を伺わせる資料は確認で

きなかったが，これらの資料を精査することにより南西

諸島の農耕の様相あるいはイネの伝播ルートについて重

要な手がかりが得られる可能性もあることを指摘してお

きたい。

(4) 圧痕の観察について

土器を観察し籾圧痕の有無を確認することは，ウォー

図203

1坂本A・B

2黒土

3上中段

4麦之浦貝塚

5市ノ原

6高橋貝塚

7下原

8持身本松

9上水流

10上加世田

11 山下堀頭

12鹿大構内
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ターフローテーション法による遺存体の検出や植物珪酸

体分析によるイネのプラントオパール検出より容易にイ

ネの存在を確認できる手法であると考える。ただ筆者は

籾痕を判断する際は肉眼だけに頼らず，レプリカを電子

顕微鏡で観察した。かつて肉眼で籾痕と判断していたが

実は籾痕どころか種子の圧痕でもなかったという経験が

あったからである。籾痕あるいは種子痕らしい資料につ

いては，今後レプリカを顕微鏡で観察した結果をふまえ

て報告することが望ましいと考える。これらの資料の蓄

積から当時の生活環境や文化の伝播について多くの情報

を得ることができると期待したい。

【註】

1 旧東郷町（現薩摩川内市）坂ノ下遺跡の報告書では籾痕を
有する古代遺物が掲載されている。また旧下甑村（現薩摩川
内市）大原•宮薗遺跡の報告書では時代不明であるが籾痕の
図版が掲載されている。今回は 縄文時代～古墳時代の遣物
を対象とし，古代あるいは時代不明のこれらの遺跡は取り上
げなかった。また，計志加里遺跡（薩摩川内市）や上水流遺
跡（南さつま市）では縄文時代晩期の土器片に種子圧痕が確
認されたが籾痕と判断できなかった。

2 大日市大牟田遺跡報告書で縄文時代後期土器（西平式土器）
の口縁部に種子圧痕らしきものを図版で確認した。

3 宮崎県都城市教育委員会2006『坂元A遺跡 坂元B遺跡』
都城市文化財調査報告書第71集

4 宮崎県都城市教育委員会1994『黒土遺跡』都城市文化財調
査報告書第28集

5 末吉町教育委員会1985『上中段遺跡』末吉町埋蔵文化財発
掘調査報告書 (4)

6 川内市土地閲発公社1997『麦之浦貝塚』
7 鹿児島県立埋蔵文化財センター2006『市ノ原遺跡（第 5地
点）』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(105)

8 河口貞徳1963「鹿児島県高橋貝塚発掘概報」『九州考古学』
18 九州考古学会（後に『河口貞徳先生古希記念著作集』上
巻 1981に再録）

9 鹿児島県立埋蔵文化財センター2007『持林松遺跡』鹿児島
県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (120)

10 本報告書
11 加世田市教育委員会1985『上加世田遺跡 1』加世田市埋蔵
文化財発掘調査報告書 (3) 加世田市教育委員会1987『上
加世田遺跡 2』加世田市埋蔵 文化財発掘調査報告書 (4)

12 鹿児島県立埋蔵文化財センター2005『山下堀頭遺跡』鹿児
島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (92)

13 第一次花熟里遺跡調査報告（『鹿児島考古』第 5号）に「か
つて鹿児島大学法文学部構内から発見された弥生式後期の土
器に印るされた圧痕は籾痕である」という記述がある。

14 鹿児島県肝属郡吾平町教育委員会1985『大牟礼遺跡ほか 3
遺跡』吾平町埋蔵文化財発掘調査報告書 (1)

［参考・

l 鹿児島県大u市教育委員会2005『大牟田遺跡』大U市哩蔵
文化財発掘調杏報告書 (24)
鹿児島県薩摩郡束郷町教育委員会2002『坂ノ
珊蔵文化財発掘調杏報告壽 (6)

3 金関恕＋大阪府立弥牛文化博物館編1995『弥生文化の成立」
魚川選書

4 鹿児島県立哩蔵文化財センター2002『叶志加□遮跡』鹿児
島県立珊蔵文化財センター発掘調杏報告書 (38)

5 川u雅之2004「南九州における稲作文化と木製品-『月刊
文化財』 11月号
菜畑光博2004「照業樹林地帯・シラス地帯の水田

州ー」『考占学ジャーナル」 518号
ド甑村教育委員会1974『大原・

育委員会発掘調杏報告書 (I)

8 巾沢道彦・荘野毅2003.レプリカ法による鹿児島県末古町
『鹿児島衿占』第37号鹿

児島県考古学会
9 広瀬和雄編2007『弥生時代はどう変わるか』学生社
10 河口貞徳・出口浩1972「第一次花塾里遣跡発掘調査報告」『鹿
児島考古』第 5号鹿児島県考古学会

（富山孝一）

第 5節 上水流遺跡の中世・近世の出土遺物について

上水流遺跡から出土した中世・近世の遺物は種類が多

く特徴的な遺物が多い。ここでは，それらの全てについ

て述べることは不可能であるが，特徴的な資料について

取りあげ，遺跡の特徴を浮き彫りとしたい。

本遺跡からは多くの輸入陶磁器が出土している。ここ

では，おおまかな流れを示したい。

万之瀬川の中世遺跡として著名な持鉢松遺跡はD期 (13

世紀前半）が主力であるが（第214図• 第216図），本

遺跡はC期 ・D期が少数でE期 (13世紀中頃）以降が主

力となり，特に陶磁器の量ではE・F期がメインとなる。

F期の龍泉窯系青磁は，地方においては多い方である。

G期（註 1) も比較的多く，福建産の（泉州窯タイプ）

粗製青磁椀•森田 c類白磁．粗製白磁椀（無釉高台のも

の）などのセット関係もみられる（註 2)。

以下に時期ごとの様相をまとめる。

C期：白磁皿IV・VI類（少数）

D期：白磁椀VII類・皿m-1額，青磁同安窯・龍泉窯

系椀 I類（少数）

E期：青磁龍泉窯系椀Ilb・Ila, 陶器 I・ill類，鉢VI

・I -2類（施釉）

F期：青磁龍泉窯系椀皿類・坪 I-1 a, 白磁IX-1•

2類椀．皿

G期：白磁森田c類，青磁泉州タイプ.IV類大椀・小

椀・皿

H期 (15世紀） ：白磁森田D類，青磁上田 II類 ・BII 

・CII・DII・EII (倣龍泉系青磁【上龍泉】） ． 

倣建窯天目茶碗

16世紀：青磁上田ill・IV類，白磁森田E類，青花景徳

鎮及び滋州窯椀・皿（，朝鮮産陶器？）

※ 他に白磁壺m類がC~F期のいずれかの時期の
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のかかり具合が全く異なるもので，神出・ 魚住のどちら

のものでもないことが明らかになった。また，同様に甕

についても同様にタタキとナデが全く異なることが明ら

かになった。この事実によって，本遺跡出土の東播系と

されるものは産地不明であり，広義の「東播系」である

ものの厳密な「東播磨産」ではないことがほぼ明らかと

なった。今後県内各地のものや西播磨・ 北播磨のもの

などについても実見を行って再検討する必要があろう。

仏飯器も出土している。上田耕氏によれば，仏飯器は

1999年の時点で県内では少なくとも 9箇所以上の遺跡

から出土しており，それのいずれもが寺院・城館もしく

は墓地からのものであるという（上田1999) 。上田氏

による集成後にも寿国寺（鹿児島市）などでの出士例が

みられる。この事実から，仏飯器が出士するというのは，

遺跡が寺院に関連する可能性が高いことを示すというこ

とになろう。

ベトナム産の焼締長銅壺（瓶）も出土した。ベトナム

中部「ミースエン・フックティク産」のものである。も

ともとは，何らかの容器として輸入されたものであるが，

その後茶道具の一つとして国内で再利用されたものであ

る（註 3)。

金属製品の出士も目立った。刃物のほかに，穿孔を有

する短冊形鉄製品も出上した。この短冊形製品は，刃物

などの明確な利器とは考えにくいものである。可能性の

ひとつとしては，原料鉄があげられるが（註4)' 今後

成分分析などの科学分析等を行い明らかにしていく必要

があろう。

茶臼・臼をはじめとして，石鉢，石塔（五輪塔か）の

空風輪，石製紡錘車，石製硯，滑石製品（石鍋および石

鍋転用品・縦耳と鍔耳の両方あり）などの石製品が出土

した。この中で石臼については表31にまとめた。県内で

は現在のところ25遺跡で出土していることが確認された。

多くは城跡であるが，中世後半には一般集落の調査例が

少ないので注意が必要である。

遺構内出士遺物の割合については第207図に示した。

中世と近世の遺物の他に弥生・古墳時代の遺物が以外に

こ

と区別がつきにくいものもあるので，混同してしまった

可能性もある。

国産陶器については須恵器としたものが最も多い。特

徴がないため，産地も不明であるが，樺万丈や未詳須恵

器などとしたものも含まれる可能性がある。

他は備前焼・東播磨系須恵器なども割合としては多い。

近世は半分が薩摩焼であるが，肥前焼も多い。その中

で染付は最も多い。

【註】

1 G期に属するこれらは沖縄・東南アジアに多いものである。
H期まで下る可能性も若干含む。

2 山本信夫氏（早稲田大客員准教授）の御教示による。アル
ファベットのついた時期区分も彼による太宰府分類のもので
ある。なお，泉州窯タイプについては亀井明徳氏と手塚直樹
氏が指摘するものという。

3 森村健一氏（大阪府堺市教育委員会）の御教示による。
4 桃崎佑輔氏（福岡大学准教授）の御教示による。

参考文献

新田栄治1997「知覧・豊宝姫神社所蔵のクリスと薩摩の東南ア
ジア貿易」 『ミュージアム知覧紀要』第3号

上田耕1999「各県の出上仏具 鹿児島県」 『考古学論究』第5
号〈特集 出土仏具の世界〉 立正大学考古学会

（上床真）

表31 鹿児島県内出土の石臼
No. 遠跡名 所在地 備考

1 加栗山 鹿児島市川上町 カマド遠構・羽釜出士

2 馬場A 大口市平出水馬場 カマド遺構・羽釜出士

3 日伊倉城跡 東串良町新川西日伊倉

4 森 姶良町宮島森 凝灰岩製

5 日輪城（恒吉城）跡 曽於市大隅町恒吉字麓 表面採集庄内の乱の頃か

6 大龍遺跡 鹿児島市大竜町ほか

7 谷山弓場城跡 鹿児島市上福元町本城 包含層集積 9から出ニ

8 川上城跡 鹿児島市川上町字弓場

9 琉球館跡 鹿児島市小川町

10 立山城跡（川辺城跡） 南九州市川辺町平山

11 知覧城跡 南九州市知覧町永里字城ぃ

12 別肘城跡 南さつま市加世田武田字城ノ山 仁口這疋広右翠）•石鉢

13 掛ノ上 南六つま市加世田益山字掛ノ上 石臼，火鉢様石製品

14 年礼ク城跡 南さつま市金縫町池辺向江 ＿階堂氏居城｀応永13(M06) 年落城

15 -','り台胡り跡 日置市伊集院町大出 石臼（花巌岩製）

16 ? 之城跡 いちき串木野市長里字乎之城 小型の石臼（茶臼かり酉径20

17 鶴ク拙城跡 薩摩Ill 郷 砂岩製石鉢，ビット内から発見

18 松尾城及び宗功寺跡 さつま町虎居字松尾

19 甲泉城跡 大口市山野なぷ出水字城

20 馬場A 大口市平出水字馬場

21 城山山］良遺跡 寄島市国分上小川字新城

22 横川城跡 霧島市横川町中ノ字城山 仁鉢か？安止岩製，口縁部のみ

23 建昌城跡 姶良町四餅田字建昌城 8個実測

?4 局山城跡問辺地 肝付町高山字新富 茶臼の下部の受け部分

?5 ト永滞 （本報笠印
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表32 土坑墓一覧

゜
lm 

グリッド 遺構番号
計測値(cm)

備考No. 
長径 短径 深さ

B 1 A-5 394 64 50 22 

B2 B-4 65 176 84 14 

B3 C-6 90 10 

B4 D-5 土坑墓 5号 90 80 190 樋墓か

B5 E-2 土坑墓 1号 187 104 30 

B6 F-3 桶墓 130 100 199 樋墓か

B7 F-3 桶墓 1号 98 90 72 樋墓か

B8 G-7 268 100 94 160 樋墓か

B9 H-3 土坑墓（桶墓） 4号 95 83 104 樋墓か

B10 H-6 616 118 86 16 

B11 K-8 2108 154 94 44 

B12 K-9 2883 214 138 10 

B13 M-9 2895 56 44 底部のみ残存

B14 M-9 2893 168 96 25 

B15① M-9 3110-1 160 84 42 B15②と切合

B15② M-9 3110-2 168 32 B15①と切合

B16 N-8 1197 84 80 60 樋墓か

B 1 7 0-7 1038 162 90 40 

B18 0-9 1323 160 88 40 

第206図 14号土坑墓
(S=l/30) 

I全時代 I 古代 163

土製品 3

I中世全体I滑石 19

青花 250

瓦質士器 400,.  ..  ~ 輸陶器

土師捻•黒色エ器
赤色土器 991

白磁か青磁 1 I近世全体I
土師器 3

白磁 322

責白磁 1

I 青磁 I 

皿•その他 27

，_皿・F期 1

坪・F耗 24

碗・H期~123

直百詳須 ？
•.. 

/ 
未詳須恵器
（山形タタキ） 6

東播磨系須恵器
93 

備前焼 95

国産天目碗 13

第207図本遺跡の各組成

~~ —ロニ□

I 白磁 I 

その他・G期 4 ' / . 
その他・E群 19

その他・D群 19

／＼ 

皿・E期 1

---
碗・F期 20

蓋 1

天目 6

輸入陶器（華南） 198 

碗・E群 4

l 

その他 33

亨~
輸

窯社

輸入陶器（その他） 9

I 

皿 52

水注・壺 14

肥前（染付） 192 

—皿·D群 16

皿・E期 1

皿・E群 14

肥前（色絵） 12 

「―

IM ml 

A□ _A' 

叫呵
A A' 

.. J~ 
―L=2.2m 

¥JI._,/ 

EN.NII1 

~ ピット U8-24 

50cm 

(S~l/20) 

lOan 10cm 

(S-1/4) 

第208図 各遺構出土の重要遺構・遺物

(S-1/3) 
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第6節 炉状遺構に関する若干の考察

(1) 本遺跡の炉状遺構の特徴

調査で検出された炉状遺構は23基であった。本節では

現在までに鹿児島県内で報告されている主な類例と比較．

検討しながら炉状遺構の用途や調査法について考察を行

っていきたい。

本遺跡の炉状遺構で挙げられる特徴は以下の通りであ

る。

① 使用年代がはっきり限定できない。検出層位と遺

構内遺物より考えると，概ね中世～近世前半の可能

性が高い。

② 建物内に配置された痕跡がない

③ 連続で並んでいるものがない

④ 数基が比較的集中しているグリッドがある。 (0. 

P-6区， I~L-7・8区）

⑤ 燃焼部に付随するとみられる煙道については，は

つきり確認できるもの，それと思われる形状を呈してい

るもの，確認できないものとがある。

⑥ 削平または崩落により燃焼部の上部が残っている

ものがなく，上部構造をうかがうことができない。

⑦ 炉壁構成は粘土のみで作られてあるもの，礫で形

作られ粘上で目地されているもの，焚き口に袖石を

使っているものなどが見られる。

炉壁に使用する礫は特定の種類のものが使われるので

はなく，適当な大きさで耐熱性のあるものを周辺から探

してきて利用しているようである。軽石などを多用して

いる類例も他の遺跡では見られる。

炉壁の形状は12・18・19号炉状遺構を除き，その形

状はC字（あるいはU字）形の燃焼部とそれに続く掻き出

し部の掘り込みが一連の構造となっており鍵穴形を呈す

るものである。

燃焼部の床面は被熱により赤色硬化しているものが見

られたが，粘土等を貼ったのもはなかった。また燃焼部

の上部構造は， トンネル状の部分が崩落したり，削平さ

れて消失した状態で検出されるものが殆どであるため，
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れいる。炉壁は礫を C字状に並べて組んでおり，なおか

つ隙間を粘土で目地を充填しており，検出した23基の中

で一番ていねいな作りである。これは長期の使用を考え

てのものであり，一過性の短期廃絶型の施設ではないこ

とを窺わせる。同様にーカ所に切り合うかたちで検出さ

れた類例としては，金丸城跡（大崎町）の焼土を伴う土

坑4号や上ノ城遺跡（南さつま市）の7号炉8号炉等がある。

全国的にこのような礫を組んで燃焼部を作ったものは

16世紀以降の城郭や都市部によくみられるという（合田

2002)。本遺跡では，この溝状遺構内から18世紀のあ

る時期（おそらくは前半代）以降の陶磁器は出土してい

ない。つまり，利用されなくなり埋まり始めたのではな

いかと考えられる。このことが3-1号炉状遺構と3-2

号炉状遺構の使用時期を考えるうえでおおきな手がかり

になるといえよう。

(2) 県内の炉状遺構の出上例

鹿児島県内で検出された炉状遣構の立地傾向を見ると，

中世山城の郭内からのものが目立つようである。ただし，

これはこれまでの鹿児島県の中世（特に中世後半期）の

調査が城郭に集中する傾向をそのまま反映している可能

性がある。

鍛冶炉．炉状遺構として報告されているものとしては

主なものに日輪城跡5基（曽於市），松尾城・宋功寺跡8

基（さつま町）， 1::加世田遺跡5基（南さつま市），持

肱松遺跡1基（南さつま市），下山田m遺跡2基（笠利町）

等がある。このほかに，明確な機能を表す遺物等が出土

せず，涙然と竃や炉として報告されているものに主なも

のに西ノ平遺跡3基（薩摩川内市），上ノ城遺跡8基（南

さつま市），馬場A ・辻町遺跡3基（大口市），横川城3

基（霧島市），谷山弓場城跡4基（鹿児島市），一宇治

城跡1基（日置市），松尾城跡1基（出水市），加栗山遺

跡・川上城跡4基催E児島市），平泉城跡11基ひ＜口市），

苦辛城跡1甚（鹿児島市），金丸城跡19基（大崎町），

雪山遺跡（日置市）などがある。

この他にも未報告であるが，向桁城跡 (B置市）で33
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2トレンチ内で17世紀代とされる炉状遺構1基が報告さ

れている。形状はC字（あるいはU字）形の燃焼部とそれ

に続く掻き出し部の掘り込みが一連の構造となっており

上面観が鍵穴形を呈するもので本遺跡で一番多いタイプ

とほぼ同じである。

(3) 中世絵巻物資料に見られる竃の使用目的と設置場所

本遺跡の炉状遺構の使用目的について考察していきた

い。中世の絵巻物資料（註 1)の中に見られる民衆が日常

生活で使用する竃は五徳も含めては殆どが上に釜や羽釜

が据えられているようである（註 2)。その使用目的は，

I 煮る，炊く

II 煎る，蒸す

皿 生活に使う湯の供給

w 蒸風呂への湯気供給

v 風呂への湯の供給

等が主なものであり，その設憤場所は

a 土間

b 釜屋（母屋の周囲にある竃が置かれている簡素な

建物）

c 竃部屋（母屋にある板敷きの部屋）

d 湯殿の外側簡素な屋根付きの場所

等で殆どが建物内である。

これより見ると竃は民衆の生活空間に密着しており，

なおかつ雨に濡れて熱効率が下がる場所を避けて設置さ

れているようである。

本遺跡は，溝状遺構・大型土坑・不定形土坑など，様々

な礫や鉄滓・輔の羽口を伴う遺構が存在するが， これら

の中に鉄滓は陶磁器片と同じ様に投棄されたようであり，

製鉄炉や鍛冶炉あるいは工房とはっきり想定される遺構

は確認されていない。しかし，平成7年に金峰町（現南

さつま市）が行った本遺跡の埋蔵文化財確認調査では7

トレンチから 17世紀から 18世紀初頭にかけて操業して

いたと考えられる溶解炉が確認されている（註3)。また，

製鉄操業に伴う廃棄物が投棄されたと考えられる集石遺

構も隣接して検出されている。このことから，本遺跡の

う

中に見られるようなH ち
q

たかは不明である。

このほか短期間の使用で廃絶した印象を持つ炉状遺構

もあれば，前述したように3-1, 3-2号炉状遺構のように

大溝の底面に長期の使用を考えてていねいに作られてい

ると考えられるものもある。しかし溝の底は一般的には

水分や湿気が溜まりやすいところである。このような場

所で使うと，燃焼部内の温度が上がり，水蒸気爆発等が

おこる危険性もある。このような条件の悪いところにな

ぜ長期使用を考えた竃を作る必要があったのかという疑

問も残る。これらのことについては，同様の出土状況に

ある類例の増加を待ちたいところである。

(4) 炉状遺構の調査手順の再確認

最後に本遺跡の調査方法で反省点とすべきことを挙げ

ていきたい。いずれの炉状遺構も周辺に鉄滓等が出土し

なかったため，製鉄や鍛冶に関する遺構を調査する際に

行う，磁気探査や鍛造剥片・粒状滓の存在の確認を磁石

等を使わずに肉眼のみで確認したことである。これらの

ことをふまえて，炉状遺構の調査で必要な事項を今一度

確認して，今後の調査の参考としたい。

ア 検出時における周囲の地形の確認。

イ 燃焼部や掻き出し部内より出土した炭化物のサン

プリング→年代測定

ウ 鍛造剥片・粒状滓の確認 肉眼分類→ふるい・磁

石•特殊金属探知器等の使用

エ メッシュを切っての周辺土壌の取り上げ→水洗い

・選別等

オ 焼土域の遺構周辺への拡がりの確認

力 遺構内遺物の出土状況の確認

キ 周辺に建物跡等の遺構があるかの確認

ク 調査区周辺に集落又は製鉄や鍛冶に伴う施設があ

ったかの検討

【註】

1 本稿で使用する『慕帰絵詞』は1351年成立，『一遍絵詞』は
1331年頃成立，『信貴山縁起』は1180年頃成立，『春日権現
験記』は1309年頃成立した史料である。

2 加栗山遺跡の炉:titnは炉内より湯釜が出十上している。
造構内逍物として焼礫鉄滓，羽口，スサまじり

る。

【引用・

稲田孝司1978「忌の竃と王権」 『考古学研究』 25-1 考古学
研究会

大崎町教育委員会2005『金丸城跡』
報告苔 (4)

大隅町教育委旦会・（財）元興寺文化財研究所2000『口輪城（恒
吉城）跡』人隅町埋蔵文化財発掘調査報告書 (20)

鹿児島県吃埋蔵文化財センター2003『雪山遣跡・
児島県立埋蔵文化財センター発掘調杏報告書

加世田市教合委日会1985『上加世田追跡 1(第 I
点）』加世出市埋蔵文化財発掘調査報告書 (3)

金峰町教育委員会 1998『上水流遺跡（第1次調査）』金峰町埋蔵
文化財発掘調査報告書 (9)

金峰町教育委員会 2003『鮎受遺跡・弥十山遺跡・
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上水流C・D遣跡・大迫田造跡J
報告害 (14)

合m幸美2002 大阪城跡の屯跡について 1

報告 I』 （財）大阪府文化財センター発掘調査報告
・神奈川大学H本常民文化研究所編198

『台所の考古学
名占屋市博物館特別展示図録

釜屋での煮炊き

10図
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第 7節 上水流遺跡出土の薩摩焼について

(1) はじめに

薩摩焼は，のちに「焼物戦争・茶碗戦争」とも呼ばれ

た豊臣秀吉による朝鮮出兵（文禄・慶長の役： 1592~ 

1598年）の際，島津義弘が連れ帰った朝鮮人陶工によ

り始まる。鹿児島に上陸した朝鮮人陶工は，串木野に串

木野窯（いちき串木野市下名），帖佐に宇都窯（姶良町帖

佐鍋倉字宇都），加治木に御里窯（加治木町仮屋町）な

どを開窯し，薩摩藩の庇護を受けるなどしながら陶器を

生産した。朝鮮人陶エ等により伝えられた製陶技術は，

現在でも苗代川地域（現H置市東市来町美山）や龍門地

域（加治木町小山田）などで受け継がれている。

上水流遺跡出士の薩摩焼には，その製陶技術，灰褐色

系や赤褐色系の色調で緻密な胎土，褐色系に発色する鉄

釉や緑褐色系に発色する灰釉を掛けている釉の特徴から，

堂平窯で生産されたと考えられるものが含まれる。これ

らは，本文中において器種ごとにその特徴の説明を行っ

たが，ここでは出土した薩摩焼について，堂平窯跡報告

書（埋文センター2006) を基に，時期や器種等につい

て再度検討を加えていきたい。時期については，堂平窯

跡報告書に基づき下記の通りとする。

I期 (17世紀前半）

Ia期 (1620~1630年代）

Ib期 (1630~1650年代）

II期 (17世紀後半）

(2) 各器種について

甕

大溝31・32は， Ia期のものである。口縁部は，先端

を外側に折り，さらに内側に折り返して肥厚させ丸くお

さめ， 「T」字状の形状をつくる。口唇部は，内側を高く

し外側を溝縁状にするものである。器壁は極めて薄い。

朝鮮の製陶技術が色濃いものである。

大溝33~38は， lbから II期への過渡期のものである

と考えられる。口縁部は，先端を外側に折り，さらに内

り返して肥厚させ丸くおさ

壺

は，タタキ成形による同心円状のあて具痕がのこる。ロ

唇部に貝目が残るものがある。器壁は I期より厚くなる。

大溝61・68は， II期のものである。内面にタタキ成形

による同心円状のあて具痕が残り，器壁は I期より厚く

なる。

底部

甕あるいは壺と思われるもので，大溝49~57・大溝59・

大型土坑17・81・溝12・47はII期のものである。内面

にタタキ成形によるあて具痕が残り，外底面に貝目が残

るものが多い。器壁は I期より厚くなっている。

片ロ

大溝70・71・73・74・大型士坑18は， II期のもので

ある。タタキ成形でつくられており，内面に同心円状の

あて具痕が残る。口縁部は端部で外側に折り，さらに内側

に折り返して丸くおさめる。

水注

大溝69は， II期のものである。注口は巻口で，注口に

向かって左側の端が上になるように巻かれている。

揺鉢

大溝85~91・溝48は， II期のものである。器形とし

て「逆ハ」の字にひらき， 口縁部は外側に折り返して肥

厚させ， 2・3条の突帯をつくる。日唇部が幅広く平坦

なものと，口縁部が外反するものがある。

蓋

大溝75~78・ 大型土坑70・ 土坑 8・溝 9は， II期の

ものである。器形は浅鉢形のもの，平坦な円盤状のもの，

円盤状の体部の下面に輪状の粘土紐を貼り付け身受け部

をつくるものがある。浅鉢形のものは， 口縁部を外反さ

せ，さらに内側に折り返して肥厚させ，内側を丸くおさ

めている。平坦な円盤状のもの・円盤状で見受け部をも

つものは，端部をヘラ状工具でケズリ調整した痕が残る。

徳利

大溝79~81・大型土坑83~85は， II期のものである。

タタキ成形しており，内面には同心円状のあて具痕が残

る。「舟徳利」型と呼ばれる胴部下半部に最大径を有する

形状を呈するものと， 「鶴首」型と呼ばれる頸部が細長

＜肩部がなで肩の形のものがある。頸部内面あるい
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している。また， I期としているが器壁が極めて薄くロ

縁部の作りがシャープなものの中には，串木野窯あるい

は朝鮮製の可能性のあるものもあり，今後検討の余地が

ある。

器種の用途別に見てみると，甕・壺•徳利などの貯蔵・

運搬具が多く，次いで，播鉢のような調理具，片口•水注・

碗の食膳具となっている。また，皿や碗などを中に入れ

て焼くときに使うサヤ鉢も 1点出土している。これらの

ことから， 17世紀から堂平窯との交易・交流があり，堂

平窯製の薩摩焼が上水流遺跡のある南薩方面に流通して

いたことを示している。 17世紀は「鹿児島県地域にとっ

て特に在地の製品といえる薩摩焼が増加していくという，

九州島内における，より限定した範囲（薩摩藩内とその

規模の視点で見た場合）での，出士陶磁の在地産化が進

み始める時期でもあるとも言える。」（橋口2002) とし

ていることとも一致している。

(3) まとめ

堂平窯のあった日猶市東市来町美山は，上水流遺跡の

ある南さつま市金峰町花瀬のほぼ真北に位置し，陸路で

の直線距離にして約25kmである。江戸時代には美山から

南薩への街道として，美山から宮田・海辺の神之川を経

由して，海岸沿いに日樅・吉利・金峰と陸路があった。

また，美山の近くを流れる神之川の河口から上水流遺跡

の前を流れる万之瀬川の河口までは，海路での直線距離

にして約20kmである。神之川の河口にある神之川港は，

島津義弘が朝鮮出兵した文禄の役・慶長の役のとき，食

料・武器などを運び出した港でもある。このように，堂

平窯のあった美山と上水流遺跡のある南さつま市金峰町

花瀬とは，近距離であり，ともに海・河川の交通の利便

性がよいことが，両者の交易・交流（堂平窯製薩摩焼の

流通）に影響しているのではないかと考えられる。また，

表33 本遺跡出土の薩摩焼の出土傾向

器種 大溝 大型土坑 土坑 集石 溝

甕 2 

壼 11 

甕壼底部 12 1 

徳利 35 

擢鉢 13 1 1 

片にl 8 1 1 

水注 1 

碗 1 3 

蓋 12 1 1 1 

土瓶 1 

サヤ鉢 1 

その他 55 61 11 11 101 

器種が分かるもの（接合したもの・陶器片）を
として数えてある。

計 割合（％）

23.3 

11 2.4 

13 2.9 

38 8.4 

15 3.3 

10 2.2 

1 0.2 

4 0.9 

15 3.3 

1 0.2 

1 0.2 

239 52.7 

454 00 
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両遺跡が近距離であることや海・河川の交通の利便性を

背景とした交易を想定すると， J:水流遺跡をはじめとす

る万之瀬川流域や近隣の地域には，堂平窯製薩摩焼が多

く流通しているのではないかと考えられ，今後検討して

いく余地がある。

このように上水流遺跡には， 17世紀代に美山の堂平窯

の製品を用いるなどして，人々が生活を営んでいたこと

が分かる。

【引用・参考文献】

東市来町誌編纂委員会2005『東市来町誌』
鹿児島県立埋蔵文化財センター2006『堂平窯跡』
鹿児島県立埋蔵文化財センター2003『雪山遺跡・猿引遺跡』
加治木町教育委員会1995『山元古窯跡』
姶良町町教育委員会1995『元立院窯跡』
加治木町教育委員会2003『御里窯跡』
鹿児島県教育委員会1978『竪野（冷水）窯跡』
橋口 亘2006「再録鹿児島県地域における16~19世紀の陶

磁器の出土様相ー鹿児島県地域の近世陶磁器
流通ー」『南日本文化財研究』 No.2 南日本文
化財研究刊行会

（溝口学）



時期 1期 (17世紀前半） II期 (17世紀後半）

期種 Ia期 (1620~1630年代） lb期 (1630~1650年代）
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時期

期種
1期 (17世紀前半） II期 (17世紀後半）
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第8節 上水流遺跡出土のモモを中心とする種子炭化物

(1) はじめに

J::水流遺跡では，古墳時代の竪穴住居跡や，中近世の

炉状遺構・土坑墓から，モモの果実の中にある堅い核が

出土している。これは，一般には「モモのタネ」と呼ば

れる。ただし， この堅い部分は，種子を包んでいる果実

の最も内側の皮にあたるところで， これを内果皮という。

厳密な意味での「種子」である「胚乳」は内果皮の中に

あり，アーモンド形をしている。これを「仁（じん）」

と呼ぶモモの「仁」は，乾燥させて解熱・婦人病薬と

して煎服し，杏仁の代用品ともなる漢方薬である。ここ

では，遺跡から発見されるモモの核のことを「桃核」と

して論を進める。

太田三喜氏によれば，現在の日本人が食べているモモ

は，その大部分が明治 8 (1875)年に中国から移入さ

れた上海水蜜桃・天津水蜜桃などの系統のものであると

いう（太田1986)。つまり，遺跡で発見されるモモと

は異なる系統のものである。

モモは，弥生時代以降に日本に広まったものとされて

いるが，長崎県の伊木力遺跡では， 日本最古である縄文

時代前期の小柄なモモが見つかっている。古墳時代から

古代については，祭祀が行われた場所で木簡や人形とと

もに出上する例，井戸の中から出上する例などがあると

いうが， これも地鎮など祭祀に関係する。モモは人の魂

が宿るとか，魔除けになるなどと考えられ，古くから様々

な伝承がある。モモの持つ力について述べられたものと

しては，古事記や桃太郎の話が著名であろう。

和銅 5 (712)年に成立した「古事記」には，黄泉の

国（冥界• あの世）へ妻の伊耶那美命（イザナミノミコ

ト）に会いに行った伊耶那岐命（イザナギノミコト）が，

黄泉の軍勢に追われて逃げ帰ってくる場面で，黄泉比良

坂の麓に生えていたモモが登場する。そして，伊耶那岐

命がモモの実を 3つ採って投げつけるとモモの力によっ

て追っ手はことごとく退散する。

桃太郎は，流れてきたモモを割ると中に桃太郎が入っ

ているというものが有名であるが，オリ

てき

うも

で発見されていることが確認された。詳細は表34に示し

た。基本的には，束和幸氏の集成（東2000) を参考と

したが， これに中原一成氏の集成（中原2003) と，近

年の新出資料を加えて作成した。

概説などでは，桃核は竪穴住居跡から出土する例が多

いとされている（小清水1963など）。本県では4遺跡5

箇所の竪穴住居内から出土している。他には，竪穴遺構

1 . 井戸 2. 炉状遺構 2. 土坑墓 1となっているので確

かに割合としては竪穴住居内からの出土例が多いことに

なろう。ただし，井戸と土坑墓については祭祀的な側面

が強いので，竪穴住居・炉状遺構からの出土についても，

遺構の廃棄などに際する祭祀などの可能性も考慮すべき

であろう。

なお， 10号炉状遺構中のものが， 2.5X 1.6cmで厚さ

1.2cm, 17号土坑禁中のものが2X1.3cmで厚さ 1cmである。

10号炉状遺構モモ核は通常サイズであるが，それ以外の

ものは17号土坑墓中のものとほぼ同サイズでありやや小

ぶりである。これは本遣跡の特徴である可能性がある。

また，本遺跡では炉状遺構内から桃核のほかにオオム

ギ・コムギの炭化物が発見されている。これらは食用の

可能性が高いが，桃核については食料と祭祀の両面から

検討が必要であろう。ところで，古代以降の遺跡からは，

栽培植物とともに食用可能な他の植物遺体も出上するこ

とから，食料資源が「栽培」という方法でのみ成立する

ものでないことが明らかにされている（山田1995)。

本県のモモの出土状況についても栽培か否かそれとも他

の要因かについて検討すべきであろう。

【参考文献】

小清水卓二1963「古代日本の住居跡から出土する桃核について」
『近畿古文化論巧』 橿原考古学研究所

寺沢薫・寺沢知子1981「弥生時代植物質食料の基礎的研究」
『橿原考古学研究所紀要考古学論巧』第 5冊 奈良県立橿

原考古学研究所
大田三喜1986「古代遺跡出土の桃核について」 『考古学と自然
科学』第19号 日本文化財科学会

米田文孝1991「副葬品の種類と編年 その他自然遣物」 『古墳
時代の研究』 8 雄山閣

山田昌久1995「日本における13~19世紀の気候変化と野生植
物利用の関係」 『植生史研究』 3-1 植生史研究会

命原正明1996「古代モモの形態と品稲」 『月刊考古学ジャーナ
ル』 No.409

束和幸2000I東アジア先史時代植物追存体集成：鹿児島 甲
元慎之編『環東中国洵沿岸地域の先史文化』 第3編 考古
学研究成果報告書11

中原一成2003「鹿児島県における植物遣体の研究の現状」 『九
州・極東地域における植物紐千の現状と課題』発表要旨集
熊本大学文学部考占学研究室・熊本大学埋歳文化財瀾査室

噂し 森浩緯編同ふ社大学考古学シリ
『考古学と信仰』 同志社大学考古学シリ

『平城京左京二条二坊・三条二坊（長

し ー
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青磁""r;;;;j~ 第二紐松遺跡の各出土遺跡組成ぷ門:::,
表34 発掘されたウメ・モモ等の核一覧

遺跡名 所在地 時代 帰属遺構・包含唇 遺構 種類 数 備考 報告書・文献

1 柊原貝塚 垂水市柊原柊原下 縄文後期か？ モモ 1 市埋文報 (4)1999 

2 一湊松山 熊毛郡上屋久町一湊 縄文後期中葉 ヤマモモ 町埋文報 (1)1981 

3 市ノ原3・4地点 日置市東市来町字上市ノ原・瀬戸ノロ・堀内 弥生中期 モモ 未報告

4 上野原2~7地点 霧島市国分上野原縄文の森 弥生中期前半 住居跡 1号住居 モモ核 1 ーノ宮式・北麓式 県埋セ (52)

5 上野原2-7地点 霧島市国分上野原縄文の森 弥生中期中頃 住居跡 2号住居 モモ核 1 山ノロ・黒髪・須玖式 県埋セ (52)

6 橋牟礼川 指宿市十二町下里 古墳（笹貫か） 住居跡床面 モモ核 2 笹貫か・※ 市埋文報 (12)1993 

7 大島 薩摩川内市中郷町東大小路町 晩期～中世（～近代？） モモ核 2 完形と半分 県埋セ (80)2005 

8 小瀬戸 姶良郡姶良町西餅田 平安 井戸跡 井戸 1 ウメ種実 1 須恵器・木器 県埋文報 (19)

， 小瀬戸 姶良郡姶良町西餅田 平安 井戸跡 井戸 1 モモ種実 3 須恵器・木器 県埋文報 (19)

10 犬ヶ原 いちき串木野市市来町伊崎田犬ヶ原 平安 土坑（竪穴遠構） 土坑 1(竪穴遠構） モモ核 ， 県埋セ (50)

11 筆付 南さつま市金蛭町尾下字筆付 古代～中世 モモ核 2 町埋文報 (17)2004 

12 仁田尾中B 鹿児島市石谷町仁田尾中 平安 配石炉 2号配石炉 モモ核 2 甑形土牲・土師牲 県埋セ (110)2007 

13 上水流 南さつま市金峰町花瀬 古墳（笹貫） 住居跡 6号住居 モモ核 1 本報告

14 上水流 南さつま市金隆町花瀬 中世後半～近世初頭 炉状退構 10号炉状遺構 モモ核 1 本報告

15 上水流 南さつま市金峰町花瀬 中世後半～近世初頭 土坑墓 17号土坑墓 モモ核 1 古銭 本報告

16 芝原 南さつま市金蜂町宮崎 古代か 溝状遺構 イコウ1391 モモ核 1 未報告

17 芝原 南さつま市金脩町宮崎 古墳～古代 イコウ7401 モモ核 1 未報告

18 芝原 南さつま市金蜂町宮崎 古墳～古代 イコウ9874 モモ核 1 未報告

19 堂園B 南九州市川辺町神殿 弥生末～古瑣初頭（中津野） 住居跡 2号住居 モモ核 数個 床着ではない 今年度報告

20 下ノ原B 大口市下殿 古墳 住居跡 モモ核 数個 床溶ではない 未報告

21 狩俣 曽於郡大隅町岩川 古代か モモ核 数個 未報告

22 南下 南さつま士金峰町尾下 古墳～古代 モモ核 数個 包含層 未報告

東和幸2000 「東アジア先史時代植物遺存体集成：鹿児島」甲元員之編『環東中国海沿岸地域の先史文化』第 3編 考古学研究成果報告書 11 

中原一成2003 「鹿児島県における植物遺体の研究の現状」 『九州・極東地域における植物種子の現状と課題』発表要旨集

※ 初島住彦氏の鑑定・教示によると，観賞用の花木であるハナモモの可能性も考えられるという（指宿市教委）。

表35 発掘されたモイドン一覧

遠跡名 通称 所在地 備考 文献

松原遺跡 お田の森 南種子町茎永（堤ノ小田） 宝満神社御新田（赤米栽培地）の隣接地・小野重朗氏が御新田を 小野重朗1970

「モイドン」とした

津曲辺跡 津曲の森神社 肝属郡肝付町野崎字津曲 平成16・17年鹿児島大・琉球大発掘 小野重朗1966

山外森遺跡 山外森のモイヤマ 鹿屋市上祓川町字山外森 掘ったとの伝承あり 小野重朗1966

北麗辺跡 森山 鹿児島市上福元町北麗 かつて「森山」と呼ばれた伝承あり
出口2003『からから』 No.15・ 市埋文

報 (21)

森遺跡 森 姶良町西餅田森 地名から類推した 埋セ埋文報 (55)

上水流遠跡 内野門のモイヤマドン 南さつま市花瀬字森山・上水流 上水流遺跡・ 「森河神」として祀っている。 指宿高校1957

芝原・渡畑遺跡 森山 南さつま市宮崎字芝原・渡畑 「森山」と呼ばれるところが「渡（わたり）」の近く（渡畑付近） 「阿多地区伝承文化」 （金脩町阿多地

にあったという。 区公民館編2000)

鳴神 嗚神 曽於市大隅町岩川旭ヶ丘 直接は発掘せず。周辺を嗚神遺跡として調査 町教委埋文概報 (1)・(2)・(4)

表36発掘された「塚」

道跡名 所在地 備考 文献

放光寺 出水市高尾野町下高尾野字放光寺 礫積塚 1基・集石墓6基・土坑13基 県教委埋文報 (2)

山崎 B 湧水町山崎 塚状追構 県教委埋文報 (18) 

東馬場 曽於市大隅町岩川東馬場 塚状遠構 大隅町埋文報 (32) 

小菌 南さつま市金峰町浦之名 石積みの塚 金峰町埋文報 (11)

川ノ上 鹿屋市大浦町字川ノ上 塚状道構（供蓑塚） ．頂上に石碑（墨書） 県教委埋文報 (48) 

南別府城跡 知覧町南別府字城山・穴口 塚の下に方形土坑 1.長方形土坑2・墓石・寛永通宝
知覧町埋文報 (4).上田1995『ミュージアム

知覧紀要』第 1号

北方選跡 さつま町中津川北方町 塚状遺構 薩摩町埋文報 (4)

下伊倉城跡 東串良町新川西下伊倉 唐仁古墳群139号墳指定外 7号墳の標注。中近世の塚の可能性あり 県教委埋文報 (50) 

岡崎遺跡 鹿屋市串良町有里・岡椅 鹿児島大橋本助教授調査。岡崎21号墳のとなり

鎌石遺跡 志布志市志布志町帖鎌石 円形2基・寅永通喪・塚状を呈する
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第9節 モイドンに関する考察

(1) はじめに

日本全国で「森山」とよばれるものがある。多くは，

大樹が少し茂る林状の森が小山のようになったものであ

るが，既に森ではなくなっていることも少なくない。ま

た，そこでは「森神」を祀っていることが多い。

この「森神」についてはこれまでの研究を要約すると，

一叢の森のなかで祭る神。その森のなかの1本の樹を神

木とすることが多い。モイドンとかモリサンと呼称され

るのは森に敬称の殿や様をつけたからである。森神は森

の木を切られたり，森を汚されたりすると強く祟る神と

して恐れられることが特徴で，森荒神という名もしばし

ば聞かれる。祖霊の祭場であるのが森で，祖神を祭るの

が森神とされてきたし，また農耕神であるとも説かれて

きたという。しかし近年になってそれらの通説に対する

批判的な研究もでてきている。

ところで，上記の中の「モイドン」とよばれるものは

鹿児島に存在する。県内各地において， 「モイドンさあ」

「モイサマ」 「森山」 「森神社」などと呼ばれているも

のは，そのほとんどがいわゆる「モイドン」である。こ

の「モイドン」については， これまで小野重朗氏と下野

敏見氏らが研究している。次節では両氏の研究成果につ

いて整理したい。

(2) 小野重郎氏と下野敏見氏の研究について

両者とも多くの論考があるが，ここではおおまかな関

題だけあげる。まず，小野氏の研究からみていく。

小野氏は，モイドンを祖霊祭祀の場であったとして（小

野1957ほか），精力的に鹿児島県内各地のモイドンの

資料を収集し，研究を進めていた。

指宿地方の調査成果によれば， 「社もなく神体も見当

らないものが多」＜， 「神体らしい石や祠が見当らない」

もの， 「近くにある木が神体ではないかと思われる」も

のなども存在するという（小野1955)。また，神体ま

たは神体らしき自然石を地上に置くもの，石の祠・石祠

する

の，

について整理し

り出しに戻った」 （ 
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伴う開拓地の諸霊供蓑の場」② 「閲拓によって追われた

樹霊の鎮まる依り代であり，また供養の標識である樹木

の存在する場」③ 「霜月の収穫後の門の講中の新嘗儀礼

の場」という 3要素によって成立した聖地とする（下野

1984・2004)。また，モイドンを含めた「森山」の成

立については，その地の開拓を行った「本家の創設時代

であって，大方は近世に属し，古くても中世の中～末頃

のことであろう（下野1999・2004)」とした。

このように現在のところ小野氏の調査成果について

は，先駆的なものがあることは間違いないが， こと研究

の面では小野氏が自説を撤回したこともあるので，下野

氏の方がまとまっているということになろう。上記の理

由から， ここでは下野氏の説を支持することにしたい。

(3)花瀬の森河神について

かつて，上水流遺跡内には「モイドン」があったとさ

れている（指宿高校1957)。それは， 「内野門のモイ

ヤマドン」で別名「花瀬の森河神」 （こちらで刻銘あり）

であるが，現在までに 2度遷座（移設）されている。

「モイドン新事例集」 （指宿高校1957)によれば， 「万

之瀬川の土手のすぐ内側の田の中にあり， 15坪ほどの砂

地に，槙の木や蘇鉄などを植えて，その中央に木製トタ

ン屋根の高さ60cmほどの家を作り，中には人頭大の砂岩

が地上におかれ，白紙を被せて緒でくくってある。この

ほか， この傍には，黒い祠型の60cmほどの高さの石碑が

あって『森河神』ときざんである。又このあたりに木の

根などには小五輪塔がばらばらになって少くとも 6基分

が散らばっている。」とある。確かに，筆者が平成12年

度に上水流遺跡の調査に携わっていた頃には，上記の状

況が残っていた。しかし，実はこの状況は過去に河川改

修のために一度遷座された後のことらしい。

続けて引用すると， 「大正の頃にはもっと川の上流の

方によった所にあり，この森山にはおそろしい位に大き

い木が」存在しているとあるが，筆者が地元の方々に聞

き取りを行った結果によれば「上流」という部分は誤り

で，実際はこの時点の場所よりも下流にあったことがわ

まさに本遺跡であり，

もともとの

して

まり こなかった。



モイドンが「祟る」といわれていることによるものが大

であろう。また，たまたま調査される場合が少ないのか

もしれない。表35に掲げたが， 「モイドン」の調査を主

目的とした発掘調査はこれまでないようである。ただし，

結果として「森山」 「森」などの地名のつく遺跡や， 「モ

イドン」とされる場所を調査していたことは若干みられ

る。

また，表36には，塚状遺構の発掘例についても掲げた。

上水流遺跡の「塚」状遺構と「モイドン」との関係につ

いて類例をみるためである。類例を探すと，肝付町野崎

の津曲の森神社などは，塚状の様相を呈している。また，

「モイドン」とは若干異なるが，南種子町巾之下真所の

「森山（ガロー山）」も，一見すると古墳のようにもみ

えるものである。これをもって，上水流遺跡の「塚」状

遺構が「モイドン」であるとは言い切れない部分もある

が，可能性は十分にあるのではないだろうか。

再び遷座について話を移すが， 2度目の遷座は，河川

改修によるもので，平成12年度の上水流遺跡の調査後の

平成14年頃に行われた。筆者が平成16年の 4月末に調

査した時点では，既に現在の場所に遷座した後だった。

現在は，祠と 3基の五輪塔の一部（空風輪）が，セメン

トに半分埋められた状態で固定され祀られている。

ところで，五輪塔からは寺院や墓地との関係が想起さ

れる。周辺の寺院についても関係がありそうである。 『金

峰町郷土史』によれば，花瀬には曹洞宗の「大年寺（花

瀬字内田迫•上之馬場）」と「皇徳寺（花瀬字今城原）」

さらに， 「今城」があったという（金峰町1987・1989)。

大年寺跡には，相州島津家三代（友久・運久・忠良）

の石塔 l基ずつと，代々住僧の無縫塔が22基残っている。

なお，余談であるが，大年寺墓地のすぐ眼前には阿多用

水路が流れている。

皇徳寺跡には，完全な形の逆修五輪塔 1基と残欠数個

がある。この寺は，南北朝の頃に後醍醐天皇の皇子懐良

親王が 5年間滞在されたと伝えられ，城館ではないが「今

城」と呼ばれている。また， この場所には「男塚」 「女

塚」 「諏訪神社（天和元年【1684年】再興の棟札あり）」

も存在する。

この 2つの寺院は，明らかでないがおそらくは中世中

頃～近世初頭に開基されたと考えられるので，下野氏が

モイドンの創設期とした時期とも合致する。今後，寺院

や集落などとの関係も加味しながら上水流遺跡のモイド

ンについても検討する必要がある。
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第10節 上水流遺跡とその周辺について

(1) はじめに

阿多新田川は，地元では御新田川用水路と呼ばれる用

水路で，川辺町田部EBの轟堰から万之瀬川の水を引くも

のである（現在は，その途中である南さつま市金峰町白

川からも引いている）。そこからは，万之瀬川右岸沿い

に南さつま市金峰町宮崎まで引き，堀）I[に落とす灌漑用

水路である。現在の総延長は， 10,819kmで灌漑面積が

200haに及ぶ。

この用水路は，島津伊織久近が領有していた阿多の一

部の半月ヶ原の荒地（中岳の西麓，宮崎のシラス台地）

を開拓して禄不足を補うために開削させたといわれる。

『鹿児島県維新前士木史』 （県士木部1933) には明治

年間に（江戸期の石碑が劣化したため）作り直された新

田川工事記念碑の内容が掲載されている。それによれば，

「川辺町大字田部田字越ヶ原に於いて万之瀬川に堰堤を

築く。その位猶は，轟瀑の上にして，右岸に取入口を設

け幅十四尺，水深五尺の水路を穿ち， JrIに沿うて北行十

町にして右折し，渓澗に入ること五町，左折隧道を穿っ

て阿多村大字白川に入り西北に向い，又北流し字樋渡の

下に達し，白川の渓流を横断し大迂回して西南に転行し，

丘阜の麓に沿うて婉艇環流阿多の平野に出て堀JIIに注ぐ。

水路亘長二里十二町，此間隧道三十箇所在り。灌漑面積

二百七拾町歩，落成は享保十二年なり，起主の年は確か

ならざれども左に記する所に拠り享保九年ならむかと思

われる。 （中略）新田川開繋に伴うて原野を開墾し或は

畑地を七百石に増加せしめたり」とある。

(2) 島津久近について

島津久近は， 『金峰町史』などによれば今和泉島津家

とされている。ただし， これには疑問が残る。阿多御新

田川が完成したのは，享保10(1725)年とされており，

今和泉家の再興された延享 2 (1745)年よりもさかの

ぼることとなってしまう。

そこで，島津久近について調べてみることとした。

250 

以下に「岩越」の姓を賜う ⑤同年，太守吉貴公から，

嫡子は代々「久」の字を使ってよいことが許され，次男

以下には「用」の字を賜る。 ということが明らかとな

った。

また， 『鹿児島県史』第2巻（鹿児島県1940) には，

日置家島津久健•宮之城家島津久方・都城家島津久龍と

並んで島津久近が大身分とされたとある。

いずれにしても，島津一族である薩州家とはいえ准次

男家としては格別の扱いを受けていることが上記の資料

から窺える。しかしながら， 「今和泉」との関係は明ら

かではない。今後この問題については詳細な検討が必

要であろう。

(3) 阿多郷と花瀬村

花瀬村は， 『鹿児島県の地名 日本歴史地名大系第47

巻』 （芳即正・五味克夫編1998) によれば， 「当村の

北西部は阿多郷とよばれ，中世の山城鶴之城（別名阿多

城・花瀬城）跡付近に地頭仮屋が憤かれ，阿多郷の行政

の中心であった。」とある。

阿多についての絵図としては， 『阿多郡郷図』 （天保

8 【1837】年作成・東京大学史料編纂所所蔵）がある。

この中には，上水流遣跡付近とみられる場所に「享保13

【1728】年より御新田開御新田 鮎受原」とある（柳

原2005)。また，直前の川の中には「山中渕立神高さ

十八尋（約27~33m程度）」および「岩瀬戸中須」の

記述がある。

まず，前者（御新田）についてだが，通常この地域で

「御新田」といえば，持肺松・ 渡畑・ 芝原遺跡が存在す

る宮崎の水田を指す。これと対照的に，上水流遺跡周辺

は現在「御新田」とは呼ばれていない。ただし， 「鮎受

原」という地名は小字に残っており，少なくとも享保年

間に開発された「新田」という意味で「御新田」と記述

されたのであろう。近世以前の集落が現在水田である東

側にも広がっていたことが上水流C・D遺跡の調査で明

らかである（金峰町2003)。また，調査区域の北東側 (T.

U-6 区）や中央部 (J•K•L-7·8 区）が人為的



第217図本遺跡周辺の孫字
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第11節 上水流遺跡出土の鉄関係遺物について

(1) はじめに

上水流造跡で出土した鉄関係遺物には，明らかな利器

のほか，本来の形状や用途がわからない棒状や板状，短

冊状の不定形の破片がある。今回，それらについて桃崎

祐輔氏（福岡大学准教授）に御教示を得ることができた。

以下にその時の御教示内容を含めた本遺跡の鉄関連遺物

の概要を述べる。

(2) 鉄関連の遣構・追物について

本遺跡出土の鉄関連遺物については，理化学的分析を

行っていないので，それらが銑鉄・鋼塊のいずれか判然

としないが，曲面をなすものは鉄鍋のような鋳鉄（銑鉄）

片ではないかと考えられる。また棒状や板状，短冊状の

鋼質のものが10点以上あり，長いものは10cm以上あるが，

釘．杭・馬鍬などではない。本遺跡では，多量の鉄滓（椀

形鉄滓・流状滓），金床石や槌の可能性のある敲打痕の



ある河原石，炉跡の可能性のある上坑（上坑A-2•3·

4) などがある。このような状況を総合すると，鉄鍋も

しくは板状・短冊状の銑鉄素材を搬入し，大鍛冶で鉄素

材を生産し，小鍛冶で鉄製品を制作するような環境が考

えられる。これらの鉄関係遺物については，今後は理化

学的分析を踏まえた検討が必要であろう。

新田栄治氏の研究によれば，中国では宋代のエネルギ

ー革命により鉄生産量が急増し，大量の鉄が輸出商品と

して東南アジアに輸出された。鉄鍋や鉄鼎の形で輸出さ

れたものもかなりの量に上ったことは宮崎市定氏により

指摘されている（宮崎1957)。また，『島夷誌略』（註 1)

に紹介された鉄及び鉄製品は， このような事情を反映し

ている。東南アジア諸国が大量生産による良質安価な中

国鉄を大量に輸入するようになっていたことが窺われる。

生産量と品質で東南アジア鉄が中国鉄に劣っていたか，

あるいは東南アジア鉄の安定的供給が困難であったこと

が要因であろう。クメール時代の全盛期が終わる頃 (13

~14世紀頃），東南アジアヘ中国で大量生産された安価

良質な鉄の大量輸入があった。輸入鉄は様々な鉄製品に

加工されたが，製塩用鉄釜は従来製塩が行われていなか

った地方にまで普及した。その結果，燃料と塩水がある

限り容易に製塩が可能になった。そのことが東北タイに

代表される内陸部の在来製塩の市場を壊滅させることに

なった（新田栄治2006・2007)。

こうした東南アジアの状況を踏まえれば，九州地方で

も古代に数多くあった砂鉄原料の製鉄遺跡が中世になっ

て消滅し，また製塩遺跡の消長についても未解明の部分

があり，さらに多くの中世遺跡から鉄滓が出土するにも

かかわらず，その量は非常に少なく，多くてもせいぜい

大鍛冶に伴うもので，製鉄規模のものが見当たらない。

という状況を説明できる可能性がある。つまり，宋から

の安価な輸入鉄が在来鉄を駆逐し，地域社会は中国から

の輸入銑鉄素材を棒状鋼に加工し，流通させる体制へと

移行していったことを推測させる。

これまでにも，国産の鉄材料のみで鉄生産がなされて

いないであろうことは指摘されてきた（廣井1996)が，東

アジアを視界においた指摘は近年になってのものである。

(5・7)。これは流通単位や流通形態を示す可能性がある。

また，金丸城跡では，炉状遺構が19基発見され，遺物

も16・17世紀を中心として古くは13・14世紀からみられ

るので，本遺跡と共通する部分が多い。今後，本遺跡に

ついてさらに掘り下げる場合に参考となるであろう。

本稿は，桃崎氏の御教示がなければあり得なかった。

桃崎祐輔氏に深く感謝してこの稿を閉じたい。

註

1 1350年に元の注大淵が東南アジアで実際に見聞したことに

ついて編纂した史書。 14世紀中頃の東南アジア各地の地理や

特産物，支配者，人々の風俗習慣，中国との関係などを国や

島ごとに紹介している。
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付編 1 東アジア世界を見た龍顔・ 薩摩における茶の湯文化

-J:: 水流遺跡を定点として一

1 上水流遺跡の性格

(1)立地と遺構から見て

当遺跡は，龍門すなわち河津（港）である。そのすぐ下

流には12・13世紀代の中国陶磁器を多量に出士した持

鉢松遺跡が存在する。これらの港は，河口から約5kmの

内陸部に位置することを考えると私貿易港と推定出来る。

(2) 出士陶磁器に見る画期と茶の湯関係品

出土した陶磁器を質・量から判断して， 4期の画期を

設定した。そこからは，断続的な隆盛が想定出来る。

第 I期： 12世紀第4四半期~13世紀第 1四半期

第II期： 14世紀第3・4四半期

第皿期： 15世紀第3・4四半期

第w期： 16世紀第4四半期後半~17世紀初頭

特に，茶の湯関係品に注目したい。第mで倣建窯系天

目茶碗，瀬戸美濃窯系天目茶碗， W期で志野唐津茶碗，

黄天目唐津茶碗 15世紀後半代の在地系瓦質茶釜3個体，

16世紀前半代の在地系土師質茶釜1個体， 15~17世紀の

8個体で3種の地元産石材で製作された茶臼が人為的に欠

損され，建物群付近の8遺構に廃棄されて出土した。

2 禅林・ 禅僧・ 茶人の動向

(1) 国際情報蒐集基地の禅寺

禅寺は，港に隣接して建立されていることが多い。そ

れは，禅寺が東アジア貿易に深く関与していた証明であ

る。そこはいうまでもなく誰もが出入り自由な国際情報

基地であり，下克J::を許さない禅院茶礼の発進地である。

(2)外交官としての禅僧

彼等は中国と日本の貿易商人を仲介し，茶の湯文化の

発進者である。博多の聖福寺を建立した臨済宗栄西禅師

は、黒之瀬戸で防御された出水市野田町に1194年島津

忠久が創建した感応禅寺を開山し米ノ津を管理した。元

臨済宗南禅寺の法嗣で1450年に渡海して琉球国王尚泰

久の茶頭となった芥隠承琥禅師は，本遺跡の卜＾流である

間に唐僧道慈師が建立したとされる。鹿児島市曹洞宗福

昌寺を1394年島津元久が建立したように県下には， 44

の禅寺が現存する。尚，本遺跡に隣接する阿多と白川地

域が薩摩における12世紀からの茶業発祥地という一説は，

茶都・福建省安渓と同じく茶の栽培に適した霧によるの

だろうか。

(3)堺茶人閲氏喜安人道暮元が琉球国へ

千利休の系統を継承し島津義久の許可を得て慶長五年

(1600)琉球国尚寧王の茶頭となるが，慶長14年(1609)

島津氏の琉球国侵攻により尚寧王と共に捕虜となり薩摩

に戻ると『喜安日記』（筑波大学附属図書館蔵）は伝える。

15世紀後半代以降の禅林関係から茶の湯が島津氏に定着

していたからこそ彼は受け入られと考えられる。

3 歴史資料に見る港

(1) 『海束諸国紀』（朝鮮成宗 2・1471年編）の情報カ

「三隅浦津」には2本の河川が記されており， 「川内川」

と「万之瀬川」の存在を意図的に描写している。 『同上』

に「薩摩州 硫黄を産出す」とあることから明，朝鮮王

朝，琉球玉国への軍事物資港として注目されていた。

1591~1598年描写年代の『河盛家所蔵日本地図屏風』

も同じく河川を記す。上水流遺跡の主たる輸出物は硫黄

であり，硫黄を輸出するためにつくられたと考える。そ

の硫黄は、上流や近辺の温泉地帯から採集されたのだろ

うか。

(2) 堺の『河盛家所蔵世界地図屏風』がもつ歴史性

この屏風は，文禄元年(1592)豊臣秀吉が長崎・京都・

堺の貿易商に対する朱印船貿易の許可を権威付ける屏風

である。秀吉が堺から移行しようとした外港は，その屏

風に見る出発港の長崎である。交趾からは， 「黒砂糖・

蜜・胡椒・金」を輸入している。本遺跡からは， 16世紀

末葉~17世紀初頭の中部ベトナム・ミースエン・フック

ティク窯系長胴壺片が2個体分出土した。この長胴壺は

交趾からの日記の輸入容器であり，茶の湯の切溜花入に

されたものである。ま

4
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に帰依していた堺貿易商達は1469年遣明船堺初入港を

機に東中国海太平洋貿易路を再構築した。文明3年

(14 71)「右衛門尉行頼奉書」（島津文書）は，島津氏に幕

府印判のない船が堺から琉球国へ向う船を拒否するよう

に依頼している。文明6年(1474)「室町幕府奉行人連署

奉書」（島津文告）は，幕府が琉球国への渡海船と遣明船

の中国渡海で島津氏に取り計らいを命令した。それは，

1476年堺貿易商湯川宜阿らが請負った遣明船を出帆す

るための根回しをした文書である。両資料は，島津氏を

幕府の東アジア貿易や外交政策の代理人としての位樅付

けを意味する。さらに，天文22年(1551)「陶晴賢書状案」

（大願寺蔵）は，堺の濱より薩摩への頻繁な商業目的の往

来を物語る。そして，禅の精神を堅持した大茶人であり

堺の政商山上宗二は，屋号が薩摩屋とその茶会記に記す

るように本店を薩摩に置きながら堺に進出して貿易シス

テムを構築していた。他に，島津氏との関係を補強する

ものがある。島津氏の家紋である「丸に十文字」と同じ

紋が堺市臨済宗大徳寺派南宗禅寺本源院の紋である。そ

の寺には，中国禅僧が伝えたとされる位牌の風習に従い

裔さ約60cmの二柱の島津氏の黒漆製位牌が安憤されてい

る。幼年に京都・臨済宗相国寺に入った冷泉為純の子で

近世朱子学の祖とされ，朝鮮朱子学者姜抗の弟子，藤原

愧裔(1561~ 1619)の日記では， 1596年内之浦に来てい

た明船の船主呉我洲が泉州人と記す。また，肝付町波見

（志布志湾）の役人である山下宗安の居館で「…十器一

陶之茶具盤釘…」と茶道具を見たとある。島津氏と堺と

は，貿易や茶の湯禅林において極めて密接な関係にあっ

た。

5 まとめ

本遺跡出土の陶磁器や茶の湯関係品は，混乱と安定が

交錯する日本歴史や島津氏の歴史と無関係ではない。第

I期には，平安末葉～鎌倉幕府成立過程における混乱期

の1186年摂関家近衛家の惟宗忠久が島津荘の惣地頭に

任命された。薩摩・大隅・日向の守護となるのが1197

年のことである。第 II期は，南北朝動乱期の 1333・

1363年島津貞久とその子が薩摩・大隅・日向の守護職

となる安定期である。第m期は応仁の乱前後で，島津氏

分家の自立と一族の連合が見られる中で禅僧芥隠承琥・

桂庵玄樹が島津氏の外交政策に重要な役割を果たした。

第w期は1574年大隅を支配したが，近世萌芽期の1587

年島津義久が博多や堺商人の後方支援を受けた豊臣秀吉

に降伏した。以上から， 日本の東アジア・東南アジア貿

易の要であった薩摩における禅僧の動向，京都や堺茶の

湯文化の伝播を示す本遺跡は，島津氏の東アジア外交を

支えた歴史的に重要な貿易港である。そして，一片の陶

磁器の光には歴史的な意味がある。本文作成にあたり，

新東晃一，池畑耕一，中村耕治，上床真氏をはじめとす

る鹿児島県立埋蔵文化財センターの方々の御教授を賜っ

引用・参考文献

谷川健一編1981「海東諸国紀」 「喜安日記」 『日本庶民生活
史料集成第27巻三国交流誌』竺一書房
伊藤幸司2002「島津氏の外交文書起草と禅僧」 『中世H本の外
交と禅宗』吉川弘文館

上束克彦2004「鹿児島県薩摩半島に伝世された華南三彩 ーク
ンディと果実形水注ー」 『貿易陶磁研究』 No.24 日本貿易陶
磁研究会

森村健一2007「福建・琉球・堺における禅林と海商 15世紀後
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第219図 『海東諸国紀』 （日本庶民生活資料集より抜粋）
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付編 2 鹿児島県南さつま市上水流遺跡出土人骨

1 はじめに ・15号土坑墓出土人骨

J::水流遺跡からは，中世後半以降の土坑墓が数基発見

されている。その中には人骨が残っているものもあった。

以下にその特徴をあげる。

2 各人骨について

・18号土坑墓出土人骨

右の側頭部（右頭頂骨・右側頭骨）が遺存する。性別

は不明である。観察できる頭蓋縫合は内板外板とも癒合

していない。年齢もはっきりしないが、少なくとも12歳

よりも若いことはない。

・17号土坑塞出土人骨

右上下顎の小臼歯以降の歯冠が、すべて遊離歯の状態

で遺存しているだけである。歯式は以下の通りである。

~ ⑧ 7654 

上下顎の第三大臼歯は咬耗していないことから未萌出

の状態であったことがわかる。他の遺存している歯の咬

耗はMartinの1度であり、年齢は12~14歳の若年と推

測される。性別は不明である。遺存する上顎の大臼歯3

本にカラベリ結節は認められない。下顎右第二大臼歯は

5咬頭である。

• 10号土坑墓出土人骨

右側頭骨から後頭骨にかけての部分が遺存する。外後

頭隆起が大きいことから男性と考えられる。観察できる

ラムダ縫合は内板外板とも癒合していない。年齢は成人

に達していた可能性が高い。

• 6号土坑墓（桶墓）出土人骨

四肢骨と考えられる、長さ5mm未満の小骨片が十数

片遺存しているだけである。年齢も、性別も不明である。

7 6 5 4 8 2 o I 1 oo 
いが、
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全身の骨が遺存しているが、保存状態はよくない。寛

永通宝が副葬されていた。頭蓋は脳頭蓋の右半分が遺存

している。右の側頭骨の乳様突起は大きく、男性である。

年齢は頭蓋縫合の外板が癒合していないことから、壮年

の可能性が高い。脳頭蓋は左半分が遺存していないが、

前後径は長く、長頭であったはずである。

四肢骨は左右の大腿骨に柱状形成が認められ、激しい

運動をしていたことがわかる。

3 おわりに

南九州から出土した中世～近世人の脳頭蓋は長頭を示

す個体が多いが、南九州の現代人は短頭で、日本列島の

中でも短頭傾向が著しいことで知られている。鹿児島県

南さつま市上水流遺跡から出土した人骨も中世～近世人

骨は長頭であった可能性が考えられる。南九州の近世人

には長頭が一般的であり、短頭化は明治以降、短期間に

進展した可能性がより強くなったという説を補強する資

料となった。今後、中世から近代にかけての古人骨資料

の出土が増加し、南九州における近代までの頭蓋形質の

時代変化の実態が一層明らかになることを期待したい。

【参考文献】

Martin, R. & Knussmann, R (1988) Anthropologie. G. 

Fischer, Stuttgart 

（竹中正巳）
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観察表



表37 古墳時代住居内出土遺物観察表(1)

住居 遺物 石 長 角 ., ＝艦. 小
挿図 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 番号 石 石 母

1 一括 甕 暗褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚2 
240 

206-4 

141 244 245 
甕 暗褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚19 196 198 199 

3 200 201 202 206 甕 暗褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚235 

4 6 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜10 
甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ5 184 185 ハケメ

゜゚6 一括 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚7 66 甕 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ

゜゚8 一括 壷 茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜241 146 106-1 206-3 
壷 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ， 

゜゚206-4 206-5 24-8 

10 90 179 壷 茶褐色 黄茶褐色 不明 不明

゜゚11 76 87 106 壷 茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚12 207 鉢 茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ミガキ

゜゚13 一括 鉢 黄茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚14 一括 鉢 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ミガキ

゜゚15 一括 鉢 茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚1 
高坪 ミガキ ミガキ16 3 赤茶褐色 赤茶褐色

゜゚17 81 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚18 16 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚19 一括 高坪 白茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚20 7 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚21 一括 高坪 赤茶褐色 茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚22 234 高坪 淡黄茶褐色 淡黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚11 
高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ23 233 

゜゚24 一括 高坪 暗灰茶褐色 暗灰茶褐色 ミガキ 不明

゜゚25 78 高坪 赤茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚26 74 均 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ後ミガキ

゜゚27 一括 lit 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚28 一括 均 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚29 60 lit 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚190 209 215 230 
30 lit 

240 141 
赤褐色 赤黄褐色 ミガキ ナデ

゜゚31 24 手捏 茶褐色 黒褐色 ナデ ナデ

゜゚32 一括 手捏 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ

゜゚33 一括 手捏 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ

゜゚1 52 甕 暗茶褐色 褐色 ハケメ ナデ

゜゚2 6 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚3 4 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚4 15 甕

゜゚5 41 42 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚6 46 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚13 2 
ナデ ナデ7 一括 壷 黄茶褐色 黄茶褐色

゜゚8 23 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚， 一括 鉢 黄茶褐色 黒褐色 ナデ ナデ

゜゚10 11 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚11 44 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚12 30 手捏 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ

゜゚1 14 甕 淡黄茶褐色 淡黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚2 一括 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚3 29 44 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜4 一括 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚5 27 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚6 67 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚7 10 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚8 
6 

46 

24 26 30 
高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚16 3 ， 一括 高坪 茶褐色 明茶褐色 ミガキ ケズリ後ミガキ

゜゚ ゜゚10 3 坦 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚11 15 16 21 lit 赤褐色 黄茶褐色 ハケメ後ミガキ ナデ

゜゚12 2 17 34 JO 均 赤褐色 赤茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚13 19 lit 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚14 45 手捏 赤茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚31 36 37 38 

15 40 41 50 52 須恵器 灰褐色 灰褐色

53 54 55 

16 62 須恵器 灰褐色 灰褐色

゜゚1 27 甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚2 36 甕 暗灰褐色 暗灰褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜
。

3 57 甕 黄茶栂色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
0 

4 一括 壷 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚5 52 壺 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ケズリ

゜゚19 4 6 39 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
。

7 30 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜
0 

8 38 51 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ナデ

゜゚， 42 45 46 47 坦 赤褐色 赤褐色 ミガキ ナデ

゜゚10 50 坦 赤茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ナァ

゜
C〉

11 34 小型 淡貪条褐色 淡灰茶栂色 ミガキ ミガキ

゜
。

12 23 手捏 赤褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚13 6 手捏 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚923 1065 1142 1479 

1 
1728 

1980 

1759 1760 1968 
甕 暗茶褐色 暗茶褐色

2376 2380 2567 

23 5 
935 

2 

969 1731 1762 

2313 

2712 

3 670 甕 黄茶褐色 淡黄茶褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

゜゚4 703 1426 豊 淡黄茶褐色 淡黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚5 I 192 1438 2117 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
。
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表38 古墳時代住居内出土遺物観察表(2)

住居 遺物 石 長 角 ., ＝艦. 小
挿図 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 番号 石 石 母

2034 2079 2203 2204 

6 2266 1494 2509 2518 甕 黒褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚2519 

7 1063 1656 2342 甕 黒褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚8 401 1873 甕 暗茶褐色 淡黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚663 1441 1485 1592 
甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ， 

゜゚1593 1594 1824 1834 

10 857 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚11 700 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚24 
甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ12 1001 1816 

゜゚13 768 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚14 793 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚15 1824 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜16 1697 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚17 658 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚18 210 1584 1805 1883 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜19 1458 1530 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚20 2008 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚21 159 181 579 

1262 1280 1346 1560 

1561 1567 1571 1841 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚21 
1842 1861 1991 2109 

2111 2114 2128 2184 

2190 2684 

22 2676 2920 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜23 1865 1869 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚25 24 789 988 2432 壷 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚25 2756 壷 茶褐色 灰茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚ ゜26 417 壷 茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚1080 1130 2368 2370 
ハケメ後ナデ ゜゚27 鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ

2453 1515 

784 984 1136 1295 
28 

1392 1311 2704 2720 
鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚29 
152 

1029 

668 669 1020 
鉢 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚267 924 929 1123 

1167 1296 1602 1876 

30 2015 2020 2088 2096 鉢 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚2097 1156 2178 2655 

2700 

772 773 1047 1086 

31 1290 1291 1443 1544 鉢 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚5 
1545 1815 

32 2170 2171 2181 2335 鉢 黒褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚33 800 868 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ後ナデ

゜゚ ゜34 1408 鉢 赤茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚35 1558 1827 1829 2382 鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚36 711 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚138 141 406 440 

37 570 589 657 1044 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚
火受

1349 

38 1100 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚767 1167 1767 1771 

1786 1794 1794 2200 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

26 
39 

゜゚2207 2374 2377 2416 

2417 1419 2741 

40 272 2708 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚41 2514 1510 2709 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚42 一括 高坪 白茶褐色 白茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚43 1109 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚44 2085 2093 2224 2331 高坪 灰茶褐色 灰茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚45 875 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜゚46 990 高坪 暗褐色 灰黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚47 1505 1117 高坪 赤褐色 茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜48 2236 2315 品坪 にぶい赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚49 2732 高坪 暗茶褐色 茶褐色 ケズリ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚ ゜50 2568 品坪 赤褐色 明黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚419 464 590 601 

51 651 786 792 1045 坦 明茶褐色 明茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚2045 2570 2624 2628 

59 JJI 780 1081 

1101 1281 1284 1286 坦 ミガキ ナデ
52 

゜1544 1589 1604 

1605 2172 

184 720 721 972 

976 均 明茶褐色 明茶褐色 ミガキ
27 

゜977 978 1672 

2227 2546 2548 2549 

54 710 坦 灰褐色 灰褐色 ミガキ ナァ

゜
C〉

1433 1436 1437 2172 坦 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ミガキ ナデ 。
55 

゜゚2187 2231 2243 2503 

56 1043 1587 坦 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ミガキ ケズリ後ナデ

゜゚ ゜57 948 951 手捏 茶褐色 茶褐色 ナ〒 ナ〒

゜゚58 246 1916 手捏 昭荼裾色 暗茶椙色 ナデ ナデ 。
゜141 320 404 485 

1 1047 1054 1144 1189 甕 明茶褐色 ハケメ

゜1195 

2 463 477 甕 黒褐色 昭黄茶褥色 ハケメ ハケメ

゜
。

3 1156 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚31 
4 335 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ

゜
489 1059 1156 ハケメ

゜5 408 1051 1156 豊 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚6 19 160 363 1072 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜
。

7 1045 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚
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表39 古墳時代住居内出土遺物観察表(3)

住居 遺物 石 長 角 ., ＝艦. 小
挿図 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 番号 石 石 母

8 416 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜31 ， 115 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚10 427 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚11 107 128 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚195 260 261 263 
12 甕

284 1009 
暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜13 260 374 甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜14 233 147 1032 甕 暗茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜32 
甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ15 31 24 ハケメ

゜゚16 
272 

1008 

433 1003 1005 
甕 赤茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚17 383 1001 1002 甕 赤茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚18 1057 甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚19 163 165 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚20 1007 甕 赤茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜21 49 甕 暗茶褐色 灰茶褐色 ナデ ナデ

゜゚22 130 甕 暗茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚23 379 甕 茶褐色 淡茶褐色 ナデ ナデ

゜゚24 74 甕 茶褐色 茶褐色 ナデ ハケメ

゜゚25 1181 1198 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚33 116 173 294 295 

26 1027 1085 1102 1104 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚1193 

27 37 176 447 甕 茶褐色 暗褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜28 305 甕 赤茶褐色 茶褐色 ケズリ後ナデ ミガキ

゜゚29 402 甕 赤茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜194 410 1050 1060 
30 

1071 1134 1140 
甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚31 
290 

325 

193 300 311 
甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚32 1046 1145 甕 赤茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚33 81 甕 赤茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚34 384 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜35 259 甕 茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚36 1073 甕 茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚ ゜37 234 1033 甕 茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚38 307 329 甕 茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚39 406 1136 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜1116 1117 1118 1119 
甕40 

34 1120 1179 1197 
赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜41 97 98 120 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

゜゚42 1214 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚43 153 壷 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚6 44 一括 壷 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚45 182 壷 暗茶褐色 暗茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚46 1019 1091 1133 1178 壷 暗茶褐色 暗茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚47 1095 1104 1111 壷 黄茶褐色 灰茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚48 
339 

1185 

375 418 1132 
壷 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚49 393 壷 茶褐色 茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚50 1180 壺 暗茶褐色 暗茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚51 210 鉢 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚52 286 287 鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚53 48 121 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚54 336 340 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚55 1 3 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜56 395 1109 1201 鉢 黒褐色 灰茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚57 1012 1130 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ハケメ後ナデ

゜゚58 一括 鉢 黒褐色 灰茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚59 1121 1183 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚60 54 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 不明 不明

゜゚35 
一括 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色61 不明 不明

゜゚62 1155 1191 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜63 314 1190 1565 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ケズリ後ミガキ

゜゚ ゜64 1081 品坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚65 1010 1020 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜66 
240 

1898 

312 453 1148 
高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚67 431 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜68 1068 高坪 赤褐色 赤茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚
0 

69 238 245 321 高坪 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜
。

JO 1182 高坪 淡黄茶褐色 淡黄茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜
0 

71 1211 品坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚72 1146 高坪 赤茶褐色 淡桃色 ミガキ ケズリ後ナデ

゜゚ ゜73 1084 均 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

゜
0 

74 1042 1206 均 しぷい赤茶褐色 ,-, ャ'・-・-- ミガキ ナデ

゜
0 

75 1083 1102 1133 坦 灰貴茶褐色 灰黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚76 一括 坦 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚JJ 47 102 坦 赤茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ミガキ ナァ

゜
C〉

゜゚36 
坦 灰黄茶褐色 灰黄茶栂色 ケズリ後ナデ ナデ 。)8 1093 1111 1138 

゜)9 1082 坦 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ケズリ後ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚80 1212 手捏 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚
。

81 手捏 黄茶褐色 黄茶褐色 ナ〒 ナ〒

゜゚82 315 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ 。
゜83 1215 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚84 手捏 赤茶褐伝 赤茶褐伍 ナデ ナデ

゜゚85 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜
。

I 4 ， 甕 昭条獨色 暗糸褐色 ハケメ ハケメ

゜
。

2 1 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ナデ

゜゚ ゜7 3 3 甕 赤茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚
。

4 一括 品坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚5 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜
。

42 B 1 一括 甕 暗茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜
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表40 古墳時代住居内出土遺物観察表(4)

住居 遺物 石 長 角 ., ＝艦. 小
挿図 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 番号 石 石 母

2 一括 甕 暗灰茶褐色 灰茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜3 4 26 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚4 ， 甕 赤茶褐色 黒褐色 ハケメ ハケメ

゜゚5 一括 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚42 6 35 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ケズリ後ナデ

゜゚7 一括 甕 黄茶褐色 淡黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜8 31 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜， 16 甕 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜10 一括 甕 暗茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ミガキ ナデ

゜゚11 16 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜12 18 鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚13 31 39 鉢 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜14 3 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚15 31 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚8 16 一括 品坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚43 17 7 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜18 20 品坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚19 一括 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚20 一括 高坪 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜゚21 一括 高坪 黄茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚22 20 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ケズリ後ナデ

゜゚23 6 高坪 赤褐色 赤褐色 ミガキ・ナデ ナデ

゜゚24 高坪 灰茶褐色 灰茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚25 1 12 均 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ後ミガキ

゜゚26 14 柑 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚44 27 30 50 52 53 均 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜28 31 手捏 赤茶褐色 灰褐色 ナデ ナデ

゜゚29 32 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜30 5 手捏 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜1 71 91 甕 赤茶褐色 暗褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚J 19 25 33 
46 

甕 にぶい茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ2 40 44 49 67 ハケメ

゜゚ ゜゚89 102 106 

3 48 壷 黄茶褐色 茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚ ゜゚4 36 37 38 42 
鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

54 ゜゚5 一括 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚41 46 56 57 

58 59 60 61 

6 62 63 66 68 
高坪 赤褐色 ミガキ ナデ

69 JO 73 76 
明黄茶褐色

゜゚77 85 93 100 ， 101 102 

16 52 53 64 

47 7 78 79 81 86 
高坪 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ハケメ後ミガキ

95 103 104 105 ゜゚106 

72 74 80 82 

8 84 88 92 97 高坪 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚98 ， 94 高坪 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚10 34 高坪 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚11 42 高坪 にぶい赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ケズリ後ナデ

゜゚12 一括 lit 赤褐色 赤褐色 ミガキ ナデ

゜゚13 5 手捏 黒褐色 黒褐色 ナデ ナデ

゜゚14 51 手捏 黒褐色 黒褐色 ナデ ナデ

゜゚1 36 甕 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜2 一括 甕 茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚3 一括 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚4 一括 甕 黄茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚5 一括 甕 黒褐色 黒褐色 ナデ ナデ

゜゚6 一括 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜゚50 7 34 甕 赤茶褐色 暗茶褐色 ナデ ハケメ後ナデ

゜゚8 一括 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚， 一括 甕 黒褐色 黒褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜10 39 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ナデ

゜゚ ゜゚ ゜11 一括 甕 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ

゜゚ ゜゚12 ， 甕 黄茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚13 54 甕 黄茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚14 21 甕

゜゚15 一括 壷 亦条齊色 赤黄茶褐色 ナデ ナデ

゜
。

16 11 13 壷 黄茶栂色 灰茶褐色 不明 不明

゜
0 

17 一括 壷 黄茶褐色 灰茶褐色 不明 不明

゜゚18 一括 壺 黄茶褐色 仄茶褐色 不明 不明

゜
。

10 19 一括 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜
。

20 一括 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
0 

21 一括 鉢 黄茶褐色 責茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚22 一括 鉢 帝苓褐缶 赤苓褐仁 ナデ ナデ

゜゚23 52 鉢 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜
C〉

゜24 一括 鉢 暗茶褐色 黒褐色 ハケメ後ミガキ ナデ

゜
。 。

25 22 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚26 13 高坪 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚27 ペルト 洒坪 暗茶褐色 茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚52 
28 一括 高坪 黄桃褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ 0 。

゜
桃褐色

゜ ゜29 3) 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ケズリ後ナデ

゜゚30 15 高坪 赤茶褐伝 赤茶褐伍 ミガキ ナデ

゜゚
。

31 一括 高坪 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜
。 。

゜32 一括 高坪 白黄茶褐色 白黄茶褥色 ナデ ナデ

゜
。

33 65 坦 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ｀ナデ

゜
。

34 一括 均 灰賃茶褐色 灰黄茶褐色 ミガキ ミガキ｀ナデ

゜゚35 一括 坦 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ナテ

゜゚36 一括 均 茶褐色 茶褐色 ミガキ ナデ

゜
。 。

゜37 一括 均 白黄茶襦色 白黄茶謁色 ミガキ ナデ

゜゚
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表41 古墳時代住居内出土遺物観察表(5)

住居 遺物 石 長 角 ., ＝艦. 小
挿図 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 番号 石 石 母

38 一括 均 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚39 一括 手捏 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚52 10 40 5 紡錘車 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜41 
1 

20 

4 10 15 
須恵器 暗灰紫褐色 暗灰紫褐色 ナデ ナデ

゜1 12 lit 赤褐色 赤褐色 ミガキ ミガキ

゜゚54 2 23 均 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚3 14 高坪 赤褐色 暗赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚4 4 6 7 甕 黒褐色 赤褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚5 1 甕 黒褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜11 
甕 赤茶褐色 黒褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ6 13 14 

゜゚55 7 17 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜゚8 22 鉢 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚， 1 高坪 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚ ゜10 8 品坪 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚ ゜
表42 古墳時代遺構内出土遺物観察表

遺物 石 長 角 .. -小
挿図 遺構名称 取上番号 器種 色調（外） 色調（内） 詞整（外） 色調（内）

英
閃

礫
他 備考

番号 石 石 母

土坑
1 一括 甕 暗褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚56 
一括 lit 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ2 

゜゚1 一括 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜2 一括 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ・ケズリ

゜゚3 一括 甕 明黄茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚ ゜ピット 1
4 一括 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚ ゜57 
一括 壷 赤茶褐色 赤茶褐色5 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚ ゜6 一括 壷 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚ ゜7 一括 壷 黒褐色 赤茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚ ゜゚ ゜8 一括 壷？ 明黄茶褐色 明黄茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚ ゜゚ ゜1 一括 甕 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜58 ピット 2 2 一括 壷 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚3 一括 高坪 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚ ゜゚
表43 古墳時代遺構内出土石器観察表 表44 遺構内出土石製品観察表

挿図 番号 遺構名称 種類 最大長 最大幅 最大厚 重量 石材
(cm) (cm) (cm) (g) 

I 

挿図 番号 遺構名称 種類
最大長 最大幅 最大厚

重量 I 石材
(cm) (cm) (cm) (g) 

11 34 1号住居 石皿 115 J 0 5 4 540 0 砂岩

27 59 5号住居 敲石 7 6 5 7 3 8 160 0 砂岩
27 660 1 

5号住居 管玉 2 1 0 5 0 5 0 71 不明

5号住居 管玉 2 0 0 5 0 5 o 6 I 緑泥片岩

86 6号住居 敲石 16 8 5 3 4 6 520 0 頁岩

87 敲石 14 2 6 4 4 4 460 0 頁岩

36 88 敲石 15 7 4 4 31 350 0 頁岩

89 砥石 15 5 117 3 2 870 0 砂岩 表45 遺構内出土鉄製品観察表
90 砥石 30 9 8 I 8 3 3050 0 砂岩

39 6 7 
7号住居 台石 18 3 15 3 10 0 3220 0 ホルンフェルス

台石 22 6 14 8 8 6 4020 0 ホルンフェルス

挿図 番号 遺構名称 種類
最大長 最大幅 最大厚 1 重量 1 備考
(cm) (cm) (cm) (g) 

31 8号住居 砥石 7 4 3 3 3 4 110 0 天草石 5号住居 摘鎌 4 0 0 8 0 I」 9 7 

44 331 3 
砥石 13 8 4 7 3 5 380 0 ホルンフェルス

敲石 11 8 6 8 5 7 630 0 ホルンフェルス
44 r::-7 8号住居

不明 2 8 16 0 4 

不明 2 2 0 4 0 3 

34 敲石 13 1 6 4 5 0 480 0 ホルンフェルス

47 15 9号住居 敲石？ 6 7 4 4 2 0 8 0 ホルンフェルス

53 41 10号住居 台石 21 3 9 6 6 4 1540 0 ホルンフェルス

55 11 11号住居 磨製石鏃未製品 4 6 2 5 0 6 9 6 頁岩

58 2 I 
礫集積 敲石 11 2 7 7 5 3 700 0 ホルンフェルス

敲石 11 9 4 0 3 4 270 0 ホルンフェルス

表46 古墳時代包含層出土遺物観察表(1)

挿 番 区区 石 長 角
雫一 小

器種 層 X Y z 取上番号 色調（外） 色調（内） 調整（外） 調整（内） 閃 他 備考
図 号 1 2 英 石 石 母 礫

1 甕 H 8 3 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜2 甕 s 8 3a 76 334 53 975 2 634 119306 灰黄茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚3 甕 B 4 3 241 745 90 480 1 565 105318 灰黄茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚4 甕 u 7 3a' 60 300 69 405 4. 766 31652 赤茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜甕
p 8 3a' 106 270 50 996 3 230 116549 

黒褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ5 
p 8 3a' 106 393 51 979 3 110 116553 

ハケメ

゜゚u 7 3a' 59 929 69 975 4. 877 24620 

Li 7 3a' 60 669 68 960 5" 001 24638 

u l 3a' 59 876 69 313 4" 992 24721 

u 7 3a' 59. 922 69 386 4" 841 l4m 

u 7 Ja' 60 046 69. 560 4" 857 '4123 

u 7 3a ’’ 60 204 69. 616 4. 857 24724 

u J 3, 60 215 69 480 4. 715 26901 

u 6 60 035 70 048 4. 750 27005 
65 

U 6 3a 59 894 70 016 4. 829 31589 

U 6 3a 59. 832 70 024 4" 775 31590 

u l 3a' 60 576 69 426 4" 773 31623 
ヘラケズリ後ナデ ナデu 7 3a' 60 541 68 964 4" 751 31627 

黄茶褐色 黄茶褐色 C〉

゜u 7 Ja' 60 448 68. 937 4" 795 31628 

u 7 3a 60 300 69 405 4. 766 31652 

u J 3a' 60. 325 69 560 4. 768 31653 

u 7 3a' 60 041 69 787 4. 728 31655 

u J 3a' 60 098 69 510 4. 823 31656 

u 1 3a' 60 151 69.197 4. 713 3IJ03 

Li l 3a' 59 848 69 711 4" 750 31705 

u l 3a' 59 918 68 872 4。700 31JOB 

u 7 3a' 60 017 69. ll4 4" 713 31722 

u 7 3a' 60 Oil 69、774 4. 713 31722 

）甕 H 6 3 190 238 7l 647 0 795 103467 赤茶褐色 赤茶褐色 ヘフナデ後ナデ ヘフナデ後ナデ

゜
。

゜66 
8 稟 B 5 3 245 741 89 658 0 560 105950 赤茶褐色 赤茶褐色 幅広ハケメ後ナデ 幅広ハケメ後ナデ

゜
。



表47 古墳時代包含層出土遺物観察表(2)

挿 番 区区 石 長 角 雲 小
器種 層 X Y z 取上番号 色調（外） 色調（内） 謁整（外） 謁整（内） 閃 他 備考

図 号 1 2 英 石 石 母 礫

u 7 3a' 60 235 68 915 4 665 26906 

u 7 3a' 60 046 68 884 4 650 26933 
ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ ゜

， 甕
7 3a' 

黄茶褐色 黄茶褐色

゜゚66 u 60 102 69 135 4 718 31649 

u 7 3a' 60 538 69 177 4 751 31700 

10 甕 K 4 黄茶褐色 黄茶褐色 ヘラケズリ後ナデ ヘラケズリ後ナデ

゜゚ ゜s ， 2 75 804 47 434 2 926 115055 

甕
s ， 2 76 512 50 742 2 961 115113 

黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ11 

゜゚ ゜s 9 3a' 76 466 50 776 2 951 115446 

s ， 3a 
12 

甕
B 5 3 245 677 88 732 0 265 105970 

暗茶褐色 暗黄茶褐色 幅広ハケメ後ナデ 幅広ハケメ後ナデ67 
B 5 3 245 500 88 834 0 195 106130 ゜゚ ゜13 甕 B 5 3 黄茶褐色 黄茶褐色 幅広ハケメ後ナデ 幅広ハケメ後ナデ

゜゚ ゜14 甕 V 9 3b 47 465 40 416 2 389 129783 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚甕
u 8 3a' 54 996 59 057 1 460 107130 

茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ゜15 ハケメ

゜゚N 8 2 2 837 111218 

甕
u J 3a 54 006 58 842 4 810 66935 

暗茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ16 

゜゚u 8 3a' 54 996 59 057 2 460 107130 

甕
W 9 3a' 32 183 49 887 3 510 124859 

暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ17 

゜゚W 9 2 

68 18 甕 u ， 3a 50 580 43 179 3 090 125839 暗茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚19 甕 R 9 3a 85 392 48 485 2 513 120847 暗茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚20 甕 R 6 3b 80 527 69 084 4 772 30589 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚C 6 3 234 408 72 773 I 590 
21 甕

B 5 3 240 198 83 710 I 560 

103754 

104087 
黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚22 甕 u 8 3a' 54 996 59 057 2 460 107130 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚甕
u 7 3a' 61 571 69 194 1 541 24644 

暗茶褐色 灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ23 

゜゚u 7 3a' 61 635 69 579 2 562 24647 

甕
V 7 3a 54 786 59 798 4 955 66930 

黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ24 

゜゚ ゜V J 3a 54 907 59 782 4 970 66955 

甕
u 6 3a' 63 531 74 599 1 401 24854 

赤茶褐色 茶褐色 ヘラナデ ハケメ後ミガキ25 

゜゚u 6 3a' 63 052 74 171 I 790 27032 

26 甕 s ， 3a 73 158 45 419 1 650 126001 暗灰茶褐色 暗黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚甕
R 9 3a' 83 853 47 851 2 880 117770 

暗灰茶褐色 暗灰茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ27 

゜゚R 9 3a' 83 925 48 637 2 875 117775 

B 4 3 246 259 93 816 0 510 105982 
69 

28 甕 B 4 3 246 299 94 021 --0 520 106068 暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚B 4 3 246 418 94 012 --0 580 106090 

甕
R 7 3a 89 774 64 983 4 953 30742 

黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ29 

゜゚R J 3a 104 458 88 123 I 480 50412 

甕
T 8 2 60 747 50 728 3 047 114575 

暗茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ30 

゜゚T 8 2 60 957 50 732 3 039 114576 

31 甕 u 8 3a' 55 257 58 032 2 480 107126 赤茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚甕
s ， 3a 71 790 44 171 1 563 126116 

赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ32 

゜゚ ゜゚s ， 3b 72 251 43 899 2 433 126210 

33 甕 R 9 3b 82 746 45 925 I 883 126450 黄茶褐色 暗褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚34 甕 V 9 3a' 46 328 48 093 3 970 125029 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚u 7 3a' 60 126 68 932 4 665 26905 

u 7 3a' 59 435 67 686 4 783 
35 甕 u 7 3a' 58 604 69 166 4 646 

31638 

31699 
赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜u 7 3a' 63 162 68 686 2 267 31710 

甕
R 7 3a 87 101 64 875 5 280 25605 

黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ36 

゜゚ ゜R J 3a 91 311 62 978 5 384 28017 

37 甕 R 5 3a' 88 020 80 392 4 668 31208 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜38 甕 Q J 3a' 96 562 60 229 2 805 106613 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜39 甕 p 8 3b 101 141 50 657 1 068 119548 黄茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚40 甕 V 8 3a' 40 091 51 641 3 057 125240 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚41 甕 0 8 3a 99 330 56 495 1 890 118665 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ハケメ後ナデ

゜゚42 甕 s 8 3a 76 434 53 207 2 680 119307 黄茶褐色 黒褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚43 甕 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜甕
り 8 3a' 44 529 54 173 3 230 125349 

黄茶褐色 暗赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ ゜44 

゜゚V 8 3a' 44 429 54 150 3 224 125350 
JO u 7 3a' 57 865 69 362 4 947 24699 

45 甕 赤黄茶褐色 赤黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚u 7 3a' 57 903 69 470 4 972 24701 

46 甕 Q 9 2 99 301 41 315 I 462 128641 赤黄茶褐色 赤黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚ 接合
47 甕 Q 9 2 赤黄茶褐色 赤黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚48 甕 N 8 3a' 100 367 53 041 2 492 119420 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜49 甕 Q 9 3a' 92 079 49 594 3 020 116739 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚Q 8 94 023 52 331 2 780 116951 

50 甕 B Q 8 3a 93 272 50 790 2 915 116956 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ナデ ハケメ

゜゚Q 8 94 056 52 242 1 410 118813 

51 甕 B Q 8 3a 110 565 50. 853 3 080 116ll0 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ナデ ハケメ

゜゚
。
゜52 甕 B H 3 3b 185 700 102 545 0, 158 22042 赤茶褐色 灰褐色 ナデ ハケメ後ナデ

゜゚壺
s ， 3a' 76 742 47 706 1. 813 120853 

赤黄茶褐色 赤黄茶掏色 ナデ ゜
。 。

s ， 3a 76. 879 47 760 2. 950 125813 

54 壷 p 8 3a 103 663 56. 896 2 980 116980 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ ナデ

゜゚55 壷 Q 8 3a 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚0 8 3a' 108 996 51 703 3. 160 116579 

0 8 3a' 109 706 51 JJ) 3 075 116747 

0 8 3a' 110 415 50. 898 3 085 11676) 

0 8 3a' 110 629 50. 669 3.130 116ll3 

0 8 3a' I IO 260 50 419 3. 190 I 16JJ4 

0 8 3a' 110 440 50 519 2 630 116JJ5 

56 0 8 3a' 110 669 50 619 3. 245 116JJJ 赤茶褐色 ハケメ後ナデ

゜0 8 3a' 110 819 50 654 3 105 116JJ8 

)1 0 8 3a' 110 889 51 168 3 170 116783 

0 8 3a 109 492 51 909 2 835 118731 

0 8 3a 110 336 50、450 2. 740 118753 

0 8 3a' 110 382 50 438 2 740 118822 

0 8 3a' 

57 壷 0 8 3a 111 132 55. 667 2. 545 119424 赤茶栂色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
0 

58 壺 u 7 3a' 57 191 68 761 5 012 24618 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚
。

59 壷 R 8 3a' 86 317 54. 552 2 818 115521 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜
。



表48 古墳時代包含層出土遺物観察表(3)

挿 番 区区 石 長 角 雲 小
器種 層 X Y z 取上番号 色調（外） 色調（内） 謁整（外） 謁整（内） 閃 他 備考

図 号 1 2 英 石 石 母 礫

p 8 3a 109 933 51111 3 170 116600 

p 8 3a 109 859 51 131 3 155 
60 壺

0 8 3a 109 991 51 128 3 185 

116670 

116763 
黄茶褐色 白黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜p 8 3a 99 642 53 160 2 970 116873 

61 壼 V 9 3a' 49 340 46 505 3 113 125112 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚s 6 3a 74 925 75 288 2 627 25291 

壷
T 7 3a' 74 440 69 237 2 842 27763 白黄茶褐色 白黄茶褐色

ナデ ナデ61 
マーブル状 マーブル状 ゜゚s 7 3a' 75 626 68 822 2 434 30205 

71 u 6 3a 

T 7 3a' 73 518 65 177 2 715 28038 

壺
s 8 2 71 310 51 963 2 993 114866 

白黄茶褐色 白黄茶褐色 ナデ ナデ63 

゜゚s 8 2 73 018 51 329 3 080 114879 

s 8 2 73 160 52 484 3 079 114893 

壷
B 4 3 242 591 92 808 I 605 105316 

白黄茶褐色 白黄茶褐色 ナデ ナデ64 

゜゚ ゜B 4 3 243 556 92 402 I 140 105640 

65 壷 R J 3a 91 311 62 978 5 384 28017 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚66 壺 u 6 3b 58 069 JO 999 4 250 27057 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ハケメ ハケメ

゜゚ ゜゚ ゜67 壷 0 6 3a' 116 452 71 598 5 110 41551 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ナデ ナデ

゜゚ ゜68 壺 p 9 3a' 62 735 55 794 I 416 116220 黄茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ナデ

゜゚ ゜69 壷 Q 8 3a' 91 855 52 655 1 940 116713 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜Q 8 3a 93 993 52 188 2 935 116952 
ヘラナデ ヘラナデ70 壺 黄茶褐色 黄茶褐色

゜゚Q 8 3a 91 218 54 132 1 810 116965 

71 壷 0 9 2 119 743 42 348 2 539 128625 暗黄茶褐色 暗黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚71 壺 p 8 3a' 106 398 55 114 3 035 116757 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜゚73 壷 R J 3b 93 804 67 924 4 859 30482 茶褐色 茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚壷
u 9 3a' 58 359 47 953 3 018 120699 

黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ74 

゜゚ ゜u 9 3a' 58 437 47 992 2 962 125729 

s 8 3a' 74 412 57 883 3 456 106171 

75 壷 s 8 3a' 74 626 58 488 3 386 106174 黄茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚ ゜゚s 8 3a' 74 725 58 972 1 665 106638 

72 V 8 3a 74 694 58 784 2 510 107037 
赤茶褐色 赤黄茶褐色76 鉢 ハケメ ハケメ

゜゚V 8 3a 74 118 59 312 1 615 107041 

77 鉢 T 8 3a' 62 040 53 945 3 249 119310 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚78 鉢 s 8 3a' 74 671 56 417 3 486 106156 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚79 鉢 u 8 3b 50 746 53 870 2 951 130396 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚80 鉢 B 5 3 245 348 89 763 0 975 105693 赤茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

゜゚81 鉢 T 9 3a' 60 861 43 053 3 857 125727 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚82 鉢 3a 84 812 47 616 2 820 118601 灰黄茶褐色 灰黄茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚83 鉢 u 9 3a' 59 056 47 392 2 988 120697 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚84 鉢 s ， 2 76 634 42 215 I 703 127740 赤茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚鉢
T J 3a 69 538 61 097 1 617 24913 

赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ85 

゜゚T 7 3a 69 427 60 993 2 554 24914 

86 鉢 V 9 4 43 407 55 135 1 173 130684 黒褐色 茶褐色 幅広ハケメ後ナデ ハケメ後ナデ

゜゚87 鉢 Q 8 3a' 92 021 52 266 2 910 116711 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜88 鉢 N 8 3a 119 943 52 042 1 941 119601 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚89 鉢 V 8 3a' 41 241 51 601 2 961 125260 暗茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ

゜゚90 鉢 M 4 I 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜91 鉢 N J 2 128 735 61 551 2 804 111169 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜゚91 鉢 Q 8 3a' 99 487 53 110 1 980 116871 赤茶褐色 赤茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜ ゜X 8 3a' 53 861 58 780 2 590 
93 鉢

3a' X 8 54 136 58 746 1 610 

106983 

106984 
暗茶褐色 暗茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜94 鉢 p 9 2 赤茶褐色 黒褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜95 鉢 u 7 3a' 60 032 67 008 4 833 31636 黄茶褐色 黄茶褐色 ハケメ後ナデ ナデ

゜゚ ゜96 鉢 R J 3a' 89 075 69 160 5 346 27808 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚97 鉢 u 8 3a' 51 425 52 306 3 905 125437 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚98 品坪 T 8 3a 67 925 58 203 2 445 106858 黄茶褐色 灰茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚ ゜W 8 3a' 66 579 58 454 1 457 106131 

99 高坪 W 8 3a 67 925 58 203 2 445 106858 赤 暗褐色 ミガキ ミガキ

゜゚
転用の痕

跡アリ
W 8 3a 67 169 58 065 1 480 106860 

100 品坪 M 5 2 139 984 81 106 8 950 70540 赤 赤 ミガキ ミガキ

゜゚101 高坪 V 9 3a' 48 610 47 761 3 192 125086 白茶褐色 白茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚102 高坪 0 9 2 118 363 42 834 2 529 128626 白茶褐色 白茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚u 6 3a 58 371 JO 936 4 650 25541 
73 

103 高坪 u 6 3a' 58 345 JO 972 4 852 28082 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ハケメ後ナデ

゜゚T 9 3a' 60 836 42 751 3 837 125726 

s 8 3a 72 243 58 433 2 767 106149 

104 鉢 s 8 3a 72 276 58 449 2 747 106150 赤茶褐色 赤茶褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

゜゚S 8 3a 72 125 58 015 3 446 106151 

105 鉢 s ， 2 78 640 48 773 2 884 115067 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ハケメ後ナデ

゜゚106 高坪 p 7 3a 100 983 60 108 0 450 106826 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ミガキ 。
゜゜高坪

X 8 3a' 54 579 59. 313 1 630 106973 
赤 ミガキ10) 

3a' 58,213 2,655 ゜X 8 53 826 106999 

108 高坪 T 8 3a 68. 759 54. 473 1 789 119263 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜
。

109 高坪 u 8 Ja' 81 058 56. 309 2 970 106217 暗茶褐色 灰茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚110 高坪 u g 3a 51 995 46. 745 40)) 12加21 赤 赤茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚111 裔坪 T 8 3a 105 765 64 403 --0 965 110263 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚111 高坪 s ， 1 73 395 48. 970 1. 949 114931 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ケズリ後ミガキ

゜゚113 志坪 s 9 2 70 873 49. 170 2 863 115170 赤 赤黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚高坪
V 9 3a' 46 024 43 092 3 885 124999 

赤 暗黄茶褐色 ミガキ ナデ114 

゜
V g 2 43 093 41 757 2 998 125632 

115 高坪 0 8 3a' 111 514 56. 969 3 046 119880 赤黄茶褐色 赤黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜
。

116 尚坪 T g 2 66. 223 46. 634 2. 9ll 114836 黄茶褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚117 柑 Q 8 3a 99 104 53. 238 2. 950 116910 赤茶褐色 赤茶掲色 ミガキ ハケメ後ミガキ

゜゚118 坦 u 9 3a' 56 850 46. 042 3 053 120685 赤茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ 。
゜119 柑 B 5 3 241 765 8L 572 0 150 105980 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚120 坦 Y 9 3a' 20 158 47 827 2 802 127201 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚121 坦 u 1 3a' 58 219 69、164 4. 967 24712 赤茶褐色 暗褐色 ミガキ ナデ

゜゚73 Li 6 3a' 58.151 70. 766 4 360 27008 
赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ122 坦

4,255 ゜u 6 3b 58 126 JO 917 27058 

V g 3a' 44. 248 47 734 4 070 125022 
赤 赤茶褐色 ミガキ ナデ123 坦

V 9 3a' 45 004 48 983 3 903 125601 

124 坦 u J 3a' 57 997 69 119 5 012 24709 赤 灰褐色 ミガキ ナデ

゜゚125 坦 V 9 3a' 48 329 48,313 3 227 125074 赤褐色 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜
。



表49 古墳時代包含層出土遺物観察表(4)

挿 番 区区 石 長 角 雲 小
器種 層 X Y z 取上番号 色調（外） 色調（内） 謁整（外） 謁整（内） 閃 他 備考

図 号 1 2 英 石 石 母 礫

126 lit 

＂ 
139 197 51 101 1 911 119433 暗黄茶褐色 暗黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚ ゜127 坦 T 3a' 69 527 67 840 2 780 25009 赤 黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚128 lit T 1 63 223 46 541 3 003 114755 淡茶褐色 白茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚129 坦 Y 3a' 15 734 47 239 2 571 132393 淡茶褐色 白茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚130 lit s 3a 76 434 53 207 1 680 119307 暗黄茶褐色 暗褐色 ミガキ ナデ

゜゚s 3a' 71 933 59 003 2 772 106144 

s 3a' 71 998 58 514 2 767 106147 

s 3a' 71 891 58 366 2 772 106148 

s 3a' 72 125 58 015 3 446 106151 

s 3a 72 480 57 629 3 491 106152 
131 均

ハケメ後ミガキ ナデs 3a' 72 805 57 743 3 466 106153 赤茶褐色 黄茶褐色

゜゚s 3a' 73 643 58 298 3 471 106177 

s 3a' 73 501 58 391 3 446 106178 

s 3a' 73 501 58 391 3 446 106178 

s 3a' 73 410 58 523 2 765 106641 

131 柑 s 3a 74 154 44 761 1 590 126129 赤 白黄茶褐色 ミガキ ハケメ

゜゚133 均 u 3a 53 788 57 127 2 381 114436 赤 白黄茶褐色 ミガキ ナデ

゜゚ ゜134 皿形 s 3a' 74 750 56 725 1 735 106643 白黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ後ミガキ ミガキ

゜゚ ゜135 llil形 u 3a' 88 537 59 787 2 935 106271 赤 赤 ミガキ ミガキ

゜゚136 皿形 V 3a' 48 890 44 485 3 239 125139 赤 赤 ミガキ ミガキ

゜゚74 s 3a' 74 118 59 312 2 615 107041 
137 皿形 赤茶褐色 赤茶褐色 ミガキ ミガキ

゜゚s 3a 74 043 59 365 1 530 107193 

X 3a' 53 846 58 382 2 590 106997 
ケズリ ナデ138 皿形 赤茶褐色 赤茶褐色

゜゚u 3a' 53 690 57 635 1 545 107101 

139 手捏 u 2 56 445 46 757 2 984 114681 黄茶褐色 黄茶褐色 ケズリ ナデ

゜゚140 手捏 C'-C 1 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚141 手捏 s 3a' 77 214 72 342 2 722 25263 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚141 手捏 B 1 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚143 手捏 R 3a 85 351 48 584 2 492 120846 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚144 手捏 V 3a' 47 183 46 860 4 070 125039 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚145 手捏 s 3a 71 784 63 958 --0 831 127396 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚146 手捏 R 3a 90 739 65 898 5 117 25863 暗褐色 暗褐色 ナデ ナデ

゜゚147 手捏 X 2 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚148 手捏 R 3a' 82 546 48 528 2 800 117764 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚ ゜149 手捏 p 3a' 104 118 50 011 3 030 116524 暗褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚150 手捏 u 3a' 55 561 45 233 3 159 120681 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚151 手捏 s 2 75 186 48 126 2 937 114952 白黄茶褐色 白黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚152 手捏 u 3a' 50 317 45 335 0 105 124824 黄茶褐色 黄茶褐色 ナデ ナデ

゜゚153 手捏 R 3b 80 487 50 279 2 729 119532 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚154 手捏 X 237 800 91 531 I 775 102674 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

゜゚155 須恵器 灰褐色 灰褐色

156 須恵器 白灰褐色 灰茶褐色

75 157 須恵器 灰褐色 灰紫褐色

158 須恵器 灰褐色 灰褐色

159 須恵器 灰褐色 灰褐色

表50 古墳時代包含層出土石製品観察表

挿図 番号 種類
最大長 最大幅 最大厚 重量
(cm) I (cm) I (cm) (g) 

石材 備考

27 
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表51 古代包含層出土遺物観察表

挿 取上 ロ径 底径 器高
備考No 出土区 層位 種別 器種 部位 色調（外） 色調（内） 調整（外） 鵡整（内）

國 番号 (cm) (cm) (cm) 

1 B-5 Il下 土師器 坪 口縁部-底部 明赤褐 明赤褐 ミガキ ナデ 赤色土器か。 7-BGか？

2 B-5 Il下 土師器 坪 口縁部-底部 黒褐 浅黄 強い横ナデ 外面にスス付着

3 B-6 106738 Il 土師器 坪 口縁部-底部 61 淡黄 淡黄 104019, 106739, 106740と接合

4 S-7 25314 m, 土師器 坪 口縁部一底部 - 8 - 淡黄 浅黄 内面見込みにヘラ含きあり。

5 H-5 105212 皿 土師器 坪 底部 - 6 2 - にぶい黄橙 にぶい橙

6 V-8 125346 Il 黒色土器A類 坪 底部 - 7 - 浅黄橙 浅黄 ミガキ

7 A-4 Il 土師器 椀 口縁部-底部 16 - 7 8 橙 橙

8 A-3 Il 土師器 椀 口縁部-底部 - 8 4 - にぶい橙 にぶい橙 茶粒混入。土がマーブル状。

9 B-4 Il 土師器 椀 口縁部-底部 - 7 2 - にぶい黄橙 黄橙

10 A-3 Il 土師器 椀 口縁部 20 4 浅黄橙 橙 ナデ ナデ

76 11 A-6 Il 土師器 坪 口縁部 14 2 黄灰 にぶい黄橙

12 K-8 120374 Il 土師器 坪 口縁部 にぷい黄橙 浅黄 120375と接合

13 0--7 106325 ma 黒色土器A類 椀 口縁部 18 - - 灰白 黒 使用痕で犀滅

14 B-5 Il下 土師器 坪 口縁部 17 8 褐灰 橙

15 B-6 106731 Il 黒色土器A類 椀 口縁部 にぶい黄橙 黒 強い横ナデ ミガキ，ナデ 106758, 106734, 106733と接合

16 V-9 125153 ma' 土師器 坪 底部 - 7 6 - にぷい黄橙 にぷい黄橙

17 Q-J 106349 ma' 黒色土器A類 椀 底部 - 8 2 - にぶい黄橙 褐灰 ミガキ

18 S-8 106496 Il 黒色土器A類 椀 底部 - 8 4 - 暗灰黄 黒 強い横ナデ ミガキ 11C頃か

19 A-6 D 土師器 椀 底部 - 9 - にぶい橙 にぶい黄橙

10 G-7 V 土師器 椀 底部 - 8 2 - 浅黄橙 橙 やや赤い

21 P-9 Il 黒色土器A類 椀 底部 - 7 8 - 灰黄 黒 ミガキ 11C頃か

11 B-6 Il 赤色土器 椀 底部 浅黄橙 橙 内赤

23 P-8 106492 Il 土師器 椀 底部 橙 橙

14 P-8 116533 ma' 黒色土器A類 椀 底部 浅黄橙 黒 ミガキ

25 T-7 106331 m, 黒色土器A類 椀 底部 - 6 - 浅黄橙 黄灰 ミガキ ヘラ切り痕

16 T-6 31052 ma' 土師器 椀？鉢？ 口縁部 19 6 浅黄橙 浅黄橙

27 T-7 25018 ma 土師器 甕（鉢） 口縁部一胴部 19 8 明黄褐 橙 ハケメ ケズリ，ナデ 唯一の甕（鉢）

18 - 表 須恵器 甕 口縁部 48 4 にぶい赤褐 にぶい褐 櫛目文 すずり？

29 G-8 トレンチ2 皿 須恵器 甕・壷 胴部 浅黄 にぶい褐 転用硯か

30 A-4 Il 須恵器 甕．壺 胴部 灰褐にぶい褐 にぶい褐

31 N-5 60338 Il 須恵器 甕・壷 胴部（肩部） 灰 灰

32 S-7 25312 ma' 須恵器 甕・壼 胴部 黄灰 灰黄褐

79 33 S-9 127404 Il 須恵器 甕・壷 胴部 灰 灰黄褐

34 N-7 111236 Il 須恵器 甕．壺 胴部 にぶい褐 灰黄褐 格子目タタキ 同心円タタキ 焼きひずみ。 111239と接合

35 A-7 Il 須恵器 甕 胴部 灰オリープ 灰黄 ハケメ 同心円当て具

36 B-4 Il 須恵器 甕 胴部 灰 灰 格子目タタキ 同心円タタキ

37 N-9 illb 須恵器 甕 胴部 暗灰黄 灰黄褐 平行タタキ 同心円当て具

38 S-8 115421 ma' 須恵器 甕 胴部 灰褐 黄灰

39 S-7 25319 m, 須恵器 甕 胴部 灰 灰黄褐
下部は横方向のタタキ，

同心円当て具 25322と接合
上部は放射状のタタキ

40 T-9 ma' 須恵器 甕 胴部 浅黄 にぷい黄橙 格子目タタキ ケズリ，ナデ

41 V-9 114655 Il 須恵器 甕 胴部 暗灰黄 平行タタキ 同心円当て具 14684と接合

42 K-4 Ila 須恵器 胴部 灰 褐灰

43 E-5 103959 皿 須恵器 甕 胴部 にぶい褐 灰黄 平行タタキ 同心円タタキ，ケズリ，ハケメ ー

44 B-4 104137 皿 須恵器 甕 にぶい橙 にぷい黄橙 格子目タタキ ケズリ．同心円当て具ー

45 T-5 表 須恵器 甕 胴部 灰喝 にぶい黄橙 長格子目タタキ ハケメ？

46 S-7 127856 Il 須恵器 甕 胴部 灰白 にぷい褐

47 N-7 111241 Il 須恵器 甕 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄

48 C-6 104122 皿 須恵器 甕 胴部 暗灰黄 灰 平行タタキ

49 A-4 105724 皿 須恵器 甕・壷 胴部 浅黄橙 浅黄橙

50 0--9 128633 Il 須恵器 椀 底部 にぶい橙 にぷい橙 見込みにヘラケズリ
80 

51 C-5 皿 灰釉陶器 小型高台付皿 底部 - 5 4 - 東海系。 10G以降か灰 灰

52 IJ-4・5 表 須恵器 甕 灰 灰 格子目タタキ 車輪文タタキ

53 J-4 表 須恵器 甕 胴部 灰 灰 格子目タタキ 車輪文タタキ

54 B-4 105314 皿 須恵器 壺．瓶 12 3 - 28 にぶい赤褐 にぶい赤褐

55 B-5 Il 須恵器 壷 灰 灰 中世の可能性あり

56 0--8 116779 ma' 須恵器 壺．瓶 底部 - 8 6 - にぶい橙 灰オリーブ

57 J-8 表 須恵器 壷．瓶 胴部 灰 灰

58 N-7 115549 Il 須恵器 壼．瓶 底部 - 10 9 - 灰白 にぷい黄橙 ナデ，上部はタタキ

表52 中・近世遺構出土遺物観察表(1)
挿

追構
口径 底径 器；；；； 胴径

調整（外） 調整（内） 備考No 種別 器種 色誤（外） 色調（内）
図 (cm) (cm) (cm) (cm) 

1 P2716 瓦質土器 擢鉢 16 6 浅黄橙 にぶい赤褐

2 P1316 瓦質土器 福鉢 14. 4 にぶい黄橙 灰黄褐

105 3 
P1534 肥前（陶器） 皿 15 4 6 8 4. 95 志野唐津。 IJC初。茶器

4 P2437 土師器 皿 8 6 8 2 3 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

5 P2729 土師器 皿 5 8 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

6 P1100 陶器 大皿 にぶい黄橙 にぷい黄褐 唐津か

1 土師器 皿 8 2 灰自にぷい橙 灰白にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

109 
2 東播磨系須恵器 片口鉢 灰，黄灰 黄灰 神出・魚住でない

3 青磁 甕 灰 黄灰 同心円当て具 古墳時代

4 須恵器 甕 6. 2 オ炉ア黄 混灰 古墳時代

112 2 
膏花 碗 灰白 小野分類c群

3 瓦賃土器 捏鉢 灰 灰 ナデ ハケメ -

4 9号炉状遺構 青花 椀 11 2 八9野分結〇諾

113 5 11号炉状遺構 白磁 皿 5 2 忘合露胎

6 10号炉状遺構 輯勺入陥翠 吐カヽ鉱 g 4 浅黄 橙 釉薬は黄褐色

114 
7 • が- "● ：造 白磁 耳壷 -

8 17号炉状遺構 土師器 坪 にぷい橙 にぶい橙 ナデ ナデ -

1 
4号土坑哀

土師器 皿 g 4 にぷい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ -

119 2 土師器 小皿 8 2 4. 4 にぶい黄橙 にぷい苗栂 ナデ ナデ -

3 12号土坑墓 青磁 椀 龍泉窯系・翌弁文

I 備前 播鉢 暗灰黄 暗灰黄 -
t2 

123 2 東播磨系須恵器 鉢 黄灰 灰 -

3 t3 土師器 皿 7 2 浅黄橙 浅黄橙，にぷい橙 ナデ ナデ 糸切り

1 青花 大皿 棗徳鎮

2 吉磁 碗 4 f冬至Jか？国産

126 
3 百花 皿 5. 6 景徳鎮

4 白磁 椀 4. 6 灰黄 灰白 -

5 土師器 坪 9. 4 にぷい黄橙 灰白 ナデ ナデ 削り出し品台。筑後タイプ,8-9G初

6 吉花 大皿 置紺宣 16-llC 



表53 中・近世遺構出土遺物観察表(2)
挿

No 遺構 種別 器種
口径 底径 器高 胴径

色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 調整（内） 備考
國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

_!_ 白磁 皿 9 8 

8 青磁 皿， 青磁 皿 9 4 3 6 2 

10 青磁 椋 14 

112 1 
青磁 皿 12 14C。蓮弁か

青磁 皿 6 4 

13 輸入陶器 壼か 7 6 にぶい黄褐 にぶい橙 華南

14 肥前（陶器） 皿 4. 8 

126 15 大型土坑① 瓦質土器 羽釜 20 6 灰 黄灰

16 瓦質土器 羽釜 にぶい黄橙 にぶい黄橙

17 薩摩 甕 灰黄褐 灰黄褐 貝目。堂平n
18 薩摩 片ロ 灰黄褐 黒褐 堂平n

219 0 
瓦質土器 擢鉢 灰，灰白 灰

瓦質土器 福鉢 灰白 灰白

21 東播磨系須恵器 片口鉢 23 2 灰 灰

11 須恵器 壷．瓶 13 4 にぷい橙 灰黄 タタキ 車輪文。古代

23 輸入陶器 盤・鉢 24.6 浅黄，にぶい赤褐 浅黄 福建・広東

16 薩摩 播鉢 14 堂平n
27 瓦質土器 擢鉢 12 2 にぶい黄橙 にぶい黄橙

18 瓦質土器 播鉢 29 7 にぶい黄橙 にぷい黄橙

329 0 
東播磨系須恵器 片口鉢 31 黒灰 灰黄 神出・魚住でない。マーブル胎土

輸入陶器 壺 9 4 淡黄 浅黄 福建・広東。 13C頃 (D末-E期）

31 染付 椀 4. 6 

32 青花 椀 景徳鎮

33 瓦質土器 坪か？ 10 黄灰 黄灰

34 
大型土坑②

瓦質土器 羽釜 灰白 黒 スス付着

35 土師器 三足皿 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ

36 土師器 皿 8 4 2 1 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

37 青磁 盤 25 

338 9 
青磁 椀 16 4. 5 

127 青磁 椀 雷文。内面文様

40 青磁 皿 10.4 2 

41 青磁 坪 ， 3 1 

42 青磁 皿 5 4 

43 青磁 鉢．盤 J 6 碁筒底

45 炉壁 橙 にぶい橙

46 土師器 皿 12 J 6 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

447 8 
土師器 皿 8 2 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

土師器 皿 76 5 4 浅黄橙 灰白 ナデ ナデ 糸切り。中世

49 土師器 皿 8 6 2 にぷい橙 にぶい橙 ナデ ナデ スス付着。糸切り。中世

50 青磁 椀 6 4 

51 青花 皿 5 津州窯

52 青磁 皿 12 釉

53 
＇ 

磁1::1窯 盤 24. 6 にぶい黄橙 福建・広東

55 大型土坑③ 瓦質土器 播鉢 12 明黄褐 にぶい黄橙

556 7 
瓦質土器 擢鉢 灰黄 灰黄

瓦質土器 播鉢 灰 灰

58 須恵器 壺 黄灰 黄灰 タタキ 布巻小石

59 備前 播鉢 34.4 橙 橙

60 東播磨系須憲器 片口鉢 黒，灰 灰
C3・D類（兵庫津分類） 神出・魚住

でない。 14G前半。マーブル胎土

61 フイゴ 羽口 灰白灰黄 にぶい黄橙 鉄滓付着

62 フイゴ 羽口 にぶい黄橙灰黄 橙 鉄滓付着

63 フィゴ 羽口 橙褐灰 橙 鉄滓付着

664 5 
青磁 盤 25 6 内面型押し。釉薬灰オリーブ色

128 磁は窯 鉢．盤 にぶい褐 灰オリーブ，灰 ロ唇部に砂目

69 土師器 坪 にぶい黄橙 灰黄

JO 薩摩 蓋 10.8 ， ツマミあり

71 薩摩 椀 4 龍門司焼.IBC以降

72 肥前（陶器） 椀 12 3 8 4 高台以外全面施釉。

73 青花 椀？皿？ 5 4 津州窯

74 大型土坑④ 肥前（陶器） 鉢 15 6 

775 6 
肥前（陶器） 鉢か椀 6 

白磁 坪 11 6 6 

77 青花 皿 10.4 5 2 2 7 津州窯。 16後-17初

78 青磁 椀 13 8 

79 輸入陶器 壺？鉢？ 6 4 にぷい橙 暗灰黄にぷい褐 福建・広東

80 薩摩 甕 3 2 18C以降

81 薩摩 壺．甕 13 8 灰黄褐 灰白 堂平n。底部貝目

882 3 
肥前系 天目 11 5 8 にぷい褐 黒褐 17C初，焼成不良

菅摩 徳利 6 8 灰オリープ 灰 堂平 E期

84 薩摩 徳利 12 オリーブ灰 灰 堂平n期

85 薩摩 徳利 86 灰オリープ 灰オリーブ 堂平n期

86 瓦質土器 羽釜 13 8 混灰 褐灰音灰 指ナデ -

130 
町 瓦買土器 羽釜 15 灰 灰

88 瓦賃土器 羽釜 22 灰 黒 イプシスス付着。スタンプ

89 瓦質土器 羽釜 28 橙 にぷい黄橙 指押さえ

90 ＋師翠 ホウロク 3. 4 にぷ1、9芦鋼 にぷい苔鰐 ナデ｀ュビオサエ ナデ フライパン形

992 1 
中世須恵器 甕 40 灰 灰 格子目タタキ ナデ 樺万丈か

中世須恵器 笠 27 4 灰 灰 格子目タタキ ナデ 樺万丈か

93 備前 播鉢 26 2 灰赤，明赤褐 明赤褐 -

94 備前 摺鉢 30 灰白明黄褐 橙 -

95 須恵器 壺 14.2 にぷい橙 暗灰黄 平行タタキ 同心円当て具 中岳か。古代

96 土師器 皿 15 6 10. 6 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 糸切り 中世

97 土師器 皿 13 6 7 4 2. 6 にぶい黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り 中世

98 須恵器 瓶｀壺 10. 6 灰白 灰黄 平行タタキ ナデ -

1099 0 
肥前（染付） 碗 11 6 4. 2 5、7 伊万里

131 
肥前（染付） 喧 117 伊万里

IOI 肥前（染付） 碗 12 u 6 -

102 白磁か百磁 l 4 灰 灰 南宋後半-,.

103 蒼花 皿 4. 2 詈t柑蕊

104 肥前（陶器） 鉢 16 -

105 フィゴ 羽口 5 8 灰白 にぷい黄橙 鉄滓付着



表54 中・近世遺構出土遺物観察表 (3)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 謂整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

109 青磁 皿 5 倣龍泉・稜花皿。 15C後半

110 青磁 椀 13 2 蓮弁文

111 青磁 椀 同安窯

112 白磁 小壷の蓋 5 2 8 上部のみ施釉

132 
11113 4 

大型土坑⑥ 白磁 小皿 3 8 森田ーD類

青磁 稜花皿 12 8 2 施釉

115 輸入陶器 把手付き壺 黒 灰 華南か（タイの可能性もあり）

116 磁仕窯 盤 44 8 オリーブ黄 灰オリーブ 晋江磁辻窯

117 輸入陶器 壺 4. 6 褐灰 褐灰 福建・広東

133 
118 

大型土坑⑥
備前 大甕 暗赤灰，にぶい赤褐 にぶい赤褐 119と同一か

119 備前 大甕 33 暗赤灰にぶい赤褐 にぶい赤褐 118と同一か

120 青磁 椀 14 無文

11222 1 
青磁 椀 4. 6 施釉

土師器 皿 11 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ スス付著。糸切り，中世

123 土師器 皿 10. 6 6 4 2 6 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り，中世

114 土師器 蓋 11 4 ， 1 2 にぶい黄橙 にぶい褐 ナデ ナデ 近世・落とし蓋か

125 青磁 椀 6 見込みにスタンプ

135 
116 大型土坑⑦ 肥前（染付） 皿 5 6 

127 土師器 坪 5 6 浅黄橙 にぷい橙 ナデ ナデ ヘラ切り。古代

118 備前 播鉢 24. 6 灰，暗灰黄 暗灰黄 粘土の継ぎ目あり

11239 0 
瓦質土器 摺鉢 32 2 14. 6 11 6 灰，灰黄 灰黄

中世須恵器 甕 灰 灰 格子目タタキ ナデ・ケズリ 樺万丈か

131 備前 甕 灰褐 褐灰

132 瓦質土器 播鉢 13 4 黄灰 灰

133 中世須恵器 甕か？ 灰 灰 ジグザグタタキ

1 肥前（染付） 椀 14. 2 

2 肥前 皿 14 3 8 

3 青磁 椀 4. 6 龍泉窯系

4 土坑A-1 青花 椀 111 4.65 3 回転ケズリ ロクロナデ 津州窯

5 肥前（染付） 椀 5 1 

6 輸入陶器 四耳壺か 13 2 赤灰，橙 赤灰，赤褐
広東。鉄炉B,鉄溝6と接合。

12C (C期）か

J 肥前 4. 2 

8 土坑A-2 薩摩 蓋 10 7 1 4 ， 青花 椀 4.1 淳州窯。 「福」

10 輸入陶器 天目 121 3 85 5 9 

11 肥前 皿 4. 8 蛇の目釉剥ぎ

139 
112 3 

肥前 皿 5 3 05 砂目。陶器溝縁皿。 1600-1640年代

肥前 皿 4. 7 3 15 口禿・蛇の目釉剥ぎ

14 肥前 椀 4. 6 赤絵

15 青磁 皿 6 碁筒底

16 
土坑A-3

青磁 皿 7 

17 白磁 椀 14 

18 青磁 椀 17 2 口縁に1!!1み。蓮弁文

19 青花 皿 6 3 景徳鎮

220 1 
土師器 皿 9 2 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

肥前 小椀 3 1690-1780年代。宜徳年製

22 冑花 椀 4. 7 津州窯

13 肥前（染付） 椀 4. 4 

24 土坑A-4 肥前（染付） 椀 14. 4 

15 肥前（染付） 皿 4. 8 畳付以外施釉。透明釉

26 肥前（染付） 椀 5 波佐見。全面施釉。 1630-1650年か

27 陶器 片口か？ 13 6 にぶい赤褐 にぶい赤褐
堂平と類似。土が細かいので朝鮮の

可能性もあり

228 9 
肥前（陶器） 小椀 11 

141 土坑98
肥前（陶器） 椀 10.8 外面が二次焼成で赤化

30 青花 皿 77 景徳鎮 (1620年）

31 肥前（染付） 大皿 9 4 畳付以外施釉。 18C・ 伊万里

32 肥前（染付） 大皿 12 2 施釉。透明釉

33 冑花 皿 16 9 2 3 2 
景徳鎮。畳付以外施釉。透明釉。

16G中頃

34 瓦質土器 摺鉢 灰オリーブ 灰 すりめ

36 土坑31 青磁 椀 16 35 5 2 6 5 皿＇類。蓮弁文。 13C3/4。倣竜泉

37 土坑99 肥前（染付） 椀 13 見込圏線

38 土坑112 白磁 皿か椀 11 

39 土坑56 青花 椀 5 6 景徳鎮。 「長命富貴」。 16C中頃

40 土坑122 白磁 椀 白磁椀w類

148 41 土坑99 白磁 皿 全面施釉

42 土坑53 土師器 皿 8 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

43 士坑35 土師器 皿 7 2 にぶい黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

44 土坑31 土師器 皿 7.6 にぷい赤褐褐灰 にぷい黄橙 ナデ ナデ 糸切り 中世

45 土坑37 土師器 皿 9.2 8 8 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ -

46 P158 鞘入陶器 鉢か？ 灰オリープ 灰オリーブ，灰褐 福建・広東

1 中世ピット内 肥前（磁器｝ 椀 赤絵

3 膏磁 碗 5. 8 

151 4 ビット内 肥前傭匂器｝ 鉢 19 内径18cm

5 9四前（膿器） 椀 4. 9 

6 ピット ＋師翠 坪｀皿 13 9 5 3. 5 橙 橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

J H4-46 土師器 小皿 9.4 7 2 ピぷい蓄埠 にぷい黄橙 ナデ ナデ

8 闊9-74 土師器 小皿 g 2 6 2 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ ヘラ切り 古代， K9-43 土師器 小皿 8 6 2 I 9 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ -

10 K9-14 土師器 小皿 6. 5 1 9 にぷい黄橙 にぷい昔樗 ナデ ナデ 糸切り 中世

11 0を52 黒色土器A類 椀 8 6 にぶい黄橙 褐灰 ナデ ミガキ 古代

12 MB-43 肥前 皿 13. 9 全面施釉

13 J9-l9 瓦質土器 播鉢 111 にぶい黄 にぶい黄 -

152 14 闊8-11 瓦質土器 翠盆 24. 6 にぶ1、9昔涵 にぷい橙 -

15 KO-S1 両磁 碗 15. 6 蓮弁文

16 K9-110 青磁 碗 15G前半・孟文

17 K9-75 吉磁．倣韻泉 碗 12, 6 線蓮弁

18 闊8-43 肥前（磁器； 皿 4 赤絵

19 03-2 肥前 椀 10 初期伊万里

12-13G. "00年".. 立ム差南地方。
20 白磁 15 6 

白磁碗W類



表55 中・近世遺構出土遺物観察表(4)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 謂整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

11 Q9-25 白磁 椀 17 白磁椀w類

22 H4-37 輸入陶器 盤 晋江磁＿窯

152 13 K9-14 白磁 皿 4 割高台。森田ーD類・ 15C

24 B6-6 青磁 椋 9 6 14C前半。内面文様

15 K9-15 青磁 15 2 

1 土師器 坪 15 4 6 4 浅黄橙 橙 ナデ ナデ 内面赤色顔料。 7-BCか

1 土師器 坪 8 6 灰白 灰白 ナデ ナデ

3 黒色土器A類 椀 5 4 灰黄 黒褐 ナデ ミガキ

4 土師器 椀 8 4 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ

5 土師器 椀 10. 2 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ

6 土師器 皿 8 2 にぶい黄橙 橙 ナデ ナデ

J 土師器 皿 10.6 7 灰白 灰黄 ナデ ナデ

8 ， 土師器 皿 8 6 にぶい黄橙 灰黄褐 ナデ ナデ 糸切り。中世

土師器 皿 11 4 7 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

10 土師器 皿 7 黒褐 灰褐 ナデ ナデ 金属が溶けたあと付着。糸切り

153 
11 土師器 皿 8 暗灰黄 暗灰黄 ナデ ナデ 糸切り。中世

12 土師器 皿 5 8 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

13 土師器 皿 5 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

14 土師器 皿 16 10. 2 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ナデ ナデ 糸切り。中世

15 土師器 鉢か 7 4 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 中世か近世。糸切り

116 7 
土師器 坪 14 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ

土師器 坪．鉢 13 4 にぶい黄橙 灰黄褐 ナデ ナデ

18 土師器 蓋 15 17 3 明黄褐 にぶい橙 ナデ ナデ 近世

19 土師器 蓋 9 4 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ 近世

20 瓦質土器 脚付鉢 11 8 黄灰 にぶい黄橙 火舎か

11 土師器 脚付皿 12 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ

＇ 22 瓦質土器 羽釜 14 灰 灰，灰黄褐 ナデ ケズリ 33cm 

13 瓦質土器 羽釜 25 にぶい黄褐 にぶい橙 ナデ ケズリ

24 瓦質土器 羽釜 27 5 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ・指痕 ケズリ

115 6 
瓦質土器 羽釜 23 2 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ケズリ

154 土師器 坪 22 4 17 6 灰黄 浅黄 ナデ ナデ 糸切り

17 土師器 こしきか にぶい橙 灰黄 ナデ ナデ

28 土師器 ホウロク にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ

19 土師器 ホウロク にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ

30 土師器 ホウロク にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ スス付著

＇ 31 薩摩 甕 24.6 褐 にぶい赤褐 堂平 Iか朝鮮

32 薩摩 甕 26 褐 にぶい赤褐 堂平 Iか朝鮮

333 4 
薩摩 甕 43 8 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

薩摩 甕 35 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

155 
35 薩摩 甕 38 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

36 薩摩 甕 30 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

37 薩摩 甕 37 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

38 薩摩 甕 34 暗オリーブ褐 暗オリーブ褐 堂平 Ib-Il期

39 薩摩 甕 35 暗灰黄 灰 18C 

4440 2 1 

薩摩 甕 35 黒褐 灰オリーブ 18C 
I 

薩摩 甕 灰褐31 黄灰 18C 

薩摩 甕 34 18C 

43 薩摩 甕 31 18C以降

44 大溝 薩摩 甕 35 18C以降

45 薩摩 甕 43 灰 灰褐 18C 

46 薩麻 甕 27 6 18C 

156 
47 薩摩 甕 25 18C 

48 薩犀 甕 28 6 18C 

49 薩摩 甕．壷 18 5 堂平n

550 1 
薩犀 甕．壺 18 4 褐灰 堂平n
薩磨 甕．壷 14. 2 堂平n

52 薩摩 甕．壺 9 2 堂平n
53 薩摩 甕．壷 10 暗灰黄 蹄灰黄 堂平 n
54 薩摩 甕．壺 23 18C 

＇ 55 薩摩 甕．壷 17 4 灰黄褐 灰黄 堂平n
56 薩摩 甕．壺 11 6 灰 灰 堂平n
57 薩摩 甕．壷 18 8 灰褐 灰黄褐 堂平 n

558 9 
薩摩 甕．壼 21 黄灰 暗灰黄 18C以降

薩摩 甕．壷 13 にぶい黄 灰黄 堂平n
60 薩摩 甕．壺 20 オリーブ黒浅黄 にぶい褐 18C以降

61 薩摩 壺 25 8 灰オリーブ 灰オリーブ 堂平n
62 薩摩 壺 16 照り返し 照り返し 堂平n

157 63 薩摩 壺 13 堂平n
64 薩摩 壺 19 にぶい黄 灰黄 堂平 Ia・ 朝鮮か？

665 6 
菩磨 壺 19 灰黄褐 照り返し 堂平n
菅摩 壺 16 灰 灰オリーブ 堂平 E

67 薩摩 壺 9 6 8 4 15 灰オリーブ 灰 堂平n
68 薩摩 壺 17 灰 灰黄褐 堂平 n
69 茜烹 水汗 灰 灰 堂平 I-TI

70 薩摩 片ロ 15 16 11 2 灰褐 黄灰 堂平 n
71 薩摩 片口 24 灰 灰 堂平 laか

72 蒼摩 片口 11 堂平 Iaか

73 茜歴 片口 22 暗灰黄 苔叩 堂平n

774 5 
薩摩 片ロ 22 灰オリープ 黄灰 堂平 E

薩摩 蓋 4iJ 灰黄褐 堂平 E

76 葎麻 蓉 34 14. 4 7 灰 黄灰 堂平n

158 
lJ 薩烹 蓋 20 17 3 4 灰褐 褐灰 堂平 E

78 薩摩 蓋 11 11 4 4. 6 暗灰黄 暗灰黄 堂平 n
Jg 薩摩 徳利 6 オリーブ黒 オリーブ黒 堂平 E

80 薩摩 徳翠II 13 灰白 灰白 堂平 n
81 薩磨 徳歪II 15 灰オリーブ 灰黄 堂平 n

882 3 
華虐 サヤ鉢 16 16 黒褐 ピぷ'-'呈為 堂平 E

薩摩 瓶 5. 4 褐 暗褐 18G以降

B4 薩摩 瓶 ， 18C以降

85 薩摩 摺鉢 31 4 にぷい褐 堂平n
86 薩摩 摺鉢 30 にぷい褐 褐灰 堂平n

159 Bl 薩摩 摺鉢 22 8 ， 8 黒褐 黒褐 堂平 n
88 薩摩 擢鉢 38 にぶい褐，灰黄 灰黄 堂平 n



表56 中・近世遺構出土遺物観察表(5)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径 調整 色調
備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 外面 内面 外面 内面

89 薩犀 播鉢 37 4 堂平n
159 90 薩摩 摺鉢 14 にぶい赤褐 にぷい赤褐 堂平n

91 薩摩 播鉢 15 堂平n

I 
9992 3 4 

薩摩 摺鉢 18C以降

須恵器 壺 17 にぶい黄褐 にぶい黄褐 古代

須恵器 壺 18 褐灰 にぶい黄橙 古代

95 須恵器 壺 18 2 黒褐 灰黄褐 古代

96 須恵器 壺 15 6 にぶい褐 にぶい黄橙 古代

97 須恵器 壺 11 灰黄褐 灰黄褐 古代

98 須恵器 甕 にぶい赤褐 褐 古代

99 須恵器 甕 にぶい赤褐 灰 古代

100 須恵器 甕．壷 褐灰黄灰 灰黄 古代

11002 1 
須恵器 甕 にぷい褐 にぶい褐 古代

須恵器 甕 灰 黄灰 古代

103 須恵器 甕．壺 緑灰 褐灰 古代

160 104 須恵器 甕．壷 灰 灰 古代

105 須恵器 甕．壺 暗灰 褐灰 ヘラケズリ，ナデ 同心円状の当て具痕 古墳時代の可能性あり

106 須恵器 壺 6 にぶい赤褐 灰 古代・水滴か

107 須恵器 壺 5 8 灰 灰オリーブ 古代・水滴か

108 灰釉陶器 壺 6 2 東海系。古代

11010 9 
須恵器 壺 にぶい褐 にぶい褐 古代

須恵器 蓋 5 6 灰 灰 古代

111 須恵器 皿 11 灰 灰 古代

112 緑釉陶器 水注の把手か 灰白 京都か防長産。 JOG頃

113 中世須恵器 甕 42 灰黄 黄灰 ハケメ ハケメ 中世

114 中世須恵器 甕 17 8 灰白 黄灰 格子目タタキ ナデ 中世・樺万丈か

115 中世須恵器 甕 31 8 灰 灰 格子目タタキ ナデ 中世・樺万丈か

116 
＇ 

中世須恵器 甕 14 灰 灰 格子状タタキ，ナデ 平行タタキ後ナデ 中世・樺万丈か

117 中世須恵器 甕 33 灰 灰 矢羽状タタキ 溝21と接合。中世

1118 19 
中世須恵器 甕 18 8 灰 灰 格子目タタキ 中世

中世須恵器 甕 黒 灰 格子状タタキ 中世

110 東播磨系須悪器 甕 にぶい褐 にぶい橙 格子目タタキ ナデ 神出・魚住でない。 14Cか

121 東播磨系須恵器 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 格子状タタキ，綾杉状の矢羽 マメッ，ハケメ 神出・魚住でない。 14Cか

111 中世須恵器 甕 灰 黄灰 格子目タタキ 中世・樺万丈か

123 須恵器 甕か壷 黄灰 灰白 底部近くに格子目タタキ ナデ 中世
161 124 須恵器 甕 35 8 灰 灰 正格子状タタキ ハケメ 礫集と接合。中世

125 須恵器 甕 25 8 灰 灰 溝22と接合

11226 7 
東播磨系須悪器 片口鉢 27 2 灰 灰 神出・魚住でない。 14Cか

東播磨系須恵器 片口鉢 11 5 灰 灰 神出・魚住でない。 14Cか

128 東播磨系須恵器 片口鉢 8 8 灰 灰 神出・魚住でない。 14Cか

129 瓦質土器 福鉢 25 4 黄灰 灰

130 瓦質土器 擢鉢 11 2 灰黄 灰黄褐

131 瓦質土器 擢鉢 17 灰白 灰

＇ 132 瓦質土器 擢鉢 33 17 13 4 灰 灰

133 瓦質土器 福鉢 11 灰黄 灰黄

11334 5 大溝
瓦質土器 摺鉢 29 6 13 7 灰黄 にぶい黄橙

瓦質土器 播鉢 15 4 灰 灰
162 136 瓦質土器 摺鉢 30 13 8 11 6 灰白 灰白

137 瓦質土器 播鉢 11 8 灰白 灰白

138 瓦質土器 擢鉢 29 8 13 2 12 浅黄 浅黄 15C中頃か

139 備前 播鉢 13 14 11 3 にぶい橙 にぷい橙褐灰 15C中頃か

140 備前 摺鉢 24. 4 褐灰にぶい黄橙 褐灰 15C中頃か

141 備前 播鉢 19 14. 6 10 にぷい赤褐暗灰黄 灰 溝22と接合

142 備前 摺鉢 23 14 11 3 褐灰 褐灰 15C中頃か

11443 4 
備前 播鉢 26 2 灰黄褐暗灰黄 暗灰黄 15C中頃か

163 備前 摺鉢 26 8 褐灰にぶい橙 褐灰 15C中頃か

145 東播磨系須恵器 片口鉢 灰 灰 被熱

146 東播磨系須恵器 片口鉢 灰 灰白 被熱

147 東播磨系須悪器 片口鉢 灰褐 緑青付着。取瓶か

148 瓦質土器 火鉢 45 灰白 灰白 149と同一か

149 瓦質土器 火鉢 30 にぶい黄橙 にぶい黄橙 148と同一か

150 瓦質土器 火鉢 40 にぶい橙 にぶい橙

11552 1 
瓦質土器 火鉢 37 6 褐灰 褐灰

瓦質土器 火鉢 31 6 灰．にぷい黄褐 灰 横ナデ 大 溝 SD-1他接合

153 瓦質土器 火鉢 にぶい褐 にぶい橙 強いナデ，ハケメ

154 瓦質土器 火鉢 灰 灰黄褐

155 肥前（陶器） 椀 4. 9 釉 コマメ 砂目皿

156 肥前 皿 4. 7 釉 コマメ 砂目皿

157 陶器 椀 5 4 

11558 9 
肥前 椀 10. 6 5 6 7 6 京焼風（上質品）。 18C

164 肥前 碗 12 

160 肥前（唐津） 天目 11 2 釉 釉 唐津天目

161 肥前 天目 11. 2 3. 8 にぶい褐黒 黒

162 肥前 天目 4 釉 釉 -

163 肥前 天目 4. 6 灰黄褐阪褐 阪褐 17G初頭

164 即前（庶津） 碗 4. 4 -

165 即前（声埴t) 小徳利 5 4 

166 即前／唾津＼ 鉢 8 2 応埠 黄褐 コマメ コマメ 1920年代

11667 8 
即蔀｛陥翠＼ 蓋 8 3 10. 2 叩白 釉

肥前（陶器） 仏飯器 4. 4 釉 釉 -

169 肥前（陶器： 仏飯器 4. 4 灰白 灰白 釉 釉 -

170 肥前（染付） 碗 18 2 71 8 5 111029. 111030と接合。荒磯文

171 両花 椀 5. 9 明末一滑初

172 肥前 椀 13 8 くらわんか,17G後半

173 ＝島茫津 火入れ 14. 4 6 4 6 85 ケズリ ロクロナデ ロクロナデ レンガ色の粘土。 180前半

174 二彩唐津 大皿？ 8 9 ケズリ ロクロナデ ハケメ 土坑A-1と接合。 17G後半

165 
17175 6 

陶翠｛録給＼ 碗 18、19Gか

肥前（染付） 瓶 ロクロナデ -

IJJ 肥前 皿 6 9 -

178 肥前 大皿 30 g 5 7 2 心 on rn仁代、大平鉢

166 179 肥前 皿 13 8 4. 6 褐 褐 -

180 肥前 皿 13 4. 6 褐 褐 -

181 肥前 皿 11 2 4, 2 -



表57 中・近世遺構出土遺物観察表(6)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 調整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

182 常滑焼 甕 黄灰

183 備前 甕 灰黄褐

184 常滑焼 大甕 褐 灰

185 肥前（磁器） 小椀 J 2 3 3 9 

11886 7 
肥前（染付） 小椀 6 1 4 4. 2 

肥前（染付） 小椀 56 

188 肥前（色絵） 椀 4. 3 色絵。 17C

189 肥前 椀 11 

167 
190 肥前（染付） 皿 13 5 5 3 3 芙蓉手？肥前。 1650-1670年代

191 肥前（染付） 椀 4. 4 

192 肥前（唐津） 皿 13 8 5 3 I 
志野唐津。 IJC初頭。底に目跡2、

高台底面に目跡1

11993 4 
肥前（染付） 椀 11 

肥前（染付） 椀 5 

195 肥前（伊万里）か？ 椀 4. 6 初期伊万里？

196 肥前（染付） 大皿 15 4 明末ー消初

197 青花 皿 15 77 3 4 景徳鎖

198 青花 皿 16 景徳鎮

＇ 199 青花 皿 6 2 

200 青磁 稜花皿 11 8 2 4 施釉

22002 1 
冑磁 坪 7 稀少品（上物）。 F期，坪m-1類

青磁 皿 5 2 

203 青磁 小壺 4. 6 6期以降

204 青磁 椀

205 青磁 壺 6 4 

206 青磁 小皿 8 2 4. 2 

207 青磁 壺 11 8 

208 青磁 壺 J 8 

209 青磁 盤 22 8 

2210 11 
白磁 皿 8 2 

白磁 椋 14.4 白磁椀w類

212 陶器 壺 13 6 淡黄 淡黄

213 青白磁 皿 11 8 (C-)D期

168 福建か？とされる（手塚亀井氏）。
214 白磁 皿 16 

6期

215 白磁 水注か壺 11 4 C-F期。壺皿類

216 白磁 瓶 6 

217 218 
白磁 皿 11 2 3 15 1120247, 111077と接合

白磁 皿 10. 4 

219 白磁 椀 6 

220 白磁 椀 5 2 

221 白磁 皿w類 3 11C後半-12c前半 CC期）

222 白磁 皿 13 4 

223 椀 6 2 

224 白磁 椀 6 8 

115 白磁 椀 3 8 
森田ーD類。森村氏の関江上流域。

大溝 割高台

226 白磁 皿 5 2 3 05 14C 

227 白磁 皿 4. 3 型作り

228 青磁 稜花皿 5 2 16C 

＇ 229 青磁 椀 13 8 5 1 7 75 線蓮弁

230 青磁 椀 4. 6 6 05 16C初頭。見込みスタンプ

231 青磁 椀 12 5 8 5 8 雷文

2223332 3 4 

青磁 椀 5 8 重ね焼き痕・見込みスタンブ

青磁 椀 15 4 

169 青磁 椀 14.2 5 2 

235 青磁 椀 14. 4 線蓮弁と流雲文

236 青磁 椋 5 8 施釉。

237 青磁 椀 14 雷文・画花文

238 同安窯 椀 5 2 12C後半

239 青磁 椀 5 3 外面に蓮弁文、内面に花文

240 青磁 椀 5 5 

I 22442 1 
青磁 皿 7 2 施釉

青磁 椀 4. 8 寿文

243 青花 皿 12 8 5 2 3 6 回転ケズリ ロクロナデ 津州窯（陶胎）

244 青花 皿 9 8 4. 8 2 5 ケズリ（底面） ロクロナデ くらわんか。 17C後半

245 青花 皿 9 4 2 3 2 75 景徳鎮

246 青花 椀 13 5 4. 75 

170 247 青花 皿 4. 7 碁笥底高台

22448 9 
青花 椀 11 6 4. 2 5 8 輸入（明末-津初）

合花 皿 31 回旺ケズリ 碁笥底高台

250 青花 碗 4. 15 景徳鎮（陶胎）

351 染付 皿 11. 5 l 2. 9 回転ケズリ

2225562 3 3 

言花 碗 13. 4 簿州窯（陶胎）

膏花 5 遣州窯

磁仕窯 壺 7 褐灰暗灰黄 暗灰黄 晋江磁窯

264 藷入膿器 鉢 34 暗灰黄にぶい赤褐 匝揺にぶい黄 福建・広東製.*坦陶器

2226665 6 7 

言磁 壺 25 8 灰オリープ Irこぷい黄橙，にぷい褐 ＝耳壺か四耳壺

陶器 壺 7 2 ピぷい饂灰 汎心底 貝目跡。イモガシフ

粕入陶器 盤・鉢 24 灰，灰褐 灰白浅黄 -

22668 9 
磁姓空 鉢 14 にぶい赤褐 にぷい赤褐 晋江磁姓烹

飴入陶器 鉢＂甕 17 にぷい褐 にぶい褐 福建｀広東

270 天目 10 8 8 I 褐黒褐，灰黄 褐，青黒
釉を二重がけ。 15Cか。禾目天目

171 

271 天目 11 4 浅黄 赤黒
釉を二重がけ"l5Cか，禾目天目

｛柄磋空＼

2272 73 
輸入陶翠 壺 7.4 灰，浅黄 灰 福建＂広東

鞘入陶器 壺 7 福建・広東

274 粕入陶器 壺 9 4 黄褐 にぷい黄 福建・広東

275 甕 52 1 灰褐，暗灰黄 暗灰黄
工具によるタタキ痕

福建｀= -;,, 
276 鞘入陶器 甕 52 25 灰黄灰褐 浅黄 -

2JJ 蛤入陶器 喜 52 25 灰黄灰褐 浅黄 -

270 



表58 中・近世遺構出土遺物観察表(7)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 謂整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

278 輸入陶器 甕 35 灰黄 浅黄 同心円タタキ痕 福建・広東

279 輸入陶器 壷（大型） 26 浅黄 淡黄 ケズリ 福建・広東

280 

281 輸入陶器 壷（大型） 34.2 浅黄 浅黄灰褐 福建・広東（タイか？）

22882 3 
大溝 輸入陶器 壺 13 黒褐 黒褐 同心円タタキ後ナデ ロ唇部貝目？薩摩焼の可能性もあり

171 輸入陶器 壺 13 褐灰 赤灰，にぶい橙 溝22集石Aと接合

284 輸入陶器 壺 23 6 褐灰 にぶい赤褐にぶい橙 福建・広東

285 輸入陶器 壷？ 54 灰白 灰白 福建・広東か？

286 輸入陶器 長胴壺 55 ベトナム

287 輸入陶器 長胴壷 19 ベトナム

288 肥前 大皿 19 3 5 7 5 1 17C中-後半。二彩手

289 肥前 徳利 17C後半・刷毛目徳利（小志田）

22990 1 
瓦質土器 蓋 7 ハケメ

染付 瓶 ロクロナデ

292 瓦質土器 擢鉢 25 2 灰黄 黄灰

172 293 瓦質土器 擢鉢 28 8 灰 灰

294 瓦質土器 甕 29 灰黄 黄灰

295 瓦質土器 火鉢 32 灰 灰

296 瓦質土器 火鉢 31 6 にぶい黄橙 にぶい黄橙

297 瓦質土器 火鉢か 31 褐灰 褐灰

22998 9 
瓦質土器 火鉢か 24 褐灰 にぶい橙

I 大溝石列
肥前か 椀 16 

300 青磁 椀 2 9 

301 青花 椀 6 6 景徳鎮

302 青花 椀 11 5 4. 6 5 35 景痣鎮

173 
303 白磁 椀 6 8 淳州窯

304 青花 皿 12 5 71 2 7 景徳鎮

305 青花 皿 11 2 5 2 津州窯

306 青磁 皿 5 8 中国 15C

33007 8 
土師器 ホウロク 6 灰白 灰白 ナデ・ユビオサエ ナデ・ユビオサエ フライパン形

瓦質土器 壷？ 灰 灰

309 瓦質土器 壺？ 18 灰 灰

1 中世須恵器 甕 33 灰黄 黄灰 ハケメ 産地不明

1 中世須恵器 甕 にぶい黄橙 灰黄褐 東播磨系か

3 中世須恵器 甕 褐灰 にぶい褐

4 陶器 擢鉢 12 灰褐 灰黄褐 備前か？

5 陶器（常滑） 甕 43 

6 瓦質土器 擢鉢 30 灰 灰 ハケメ

175 
J 8 

溝内集石1 中世須恵器 甕 黄灰 灰白 産地不明

土師器 大皿 18 褐灰 にぶい黄橙 ナデ ナデ， 瓦質土器 福鉢 9 6 灰黄 黄灰

10 輸入陶器 壺 11 4 黄灰にぶい橙 にぶい橙暗灰黄 華南か？

11 中世須恵器 甕．壷 12 ハケメ

12 輸入陶器 鉢 浅黄 灰褐浅黄

14 青磁 椀 6 「王福」か

1 1 
染付 椀 10.6 

肥前（陶器） 大皿 13 白木原窯。スタンプ文様。 17C中頃

3 肥前（唐津） 大皿

4 白磁 蓋 ， 国産

5 白磁 猪口 3 国産

6 溝9 青花 皿か

7 瓦質土器 火鉢 39 2 灰白 灰白

8 フイゴ 羽口 灰白褐灰 にぶい橙， 薩摩 蓋 灰褐 灰黄褐 貝目，堂平Il

110 1 
陶器（常滑） 甕 17 4 にぶい赤褐 オリープ黄

土師器 ホウロク 浅黄橙 浅黄橙

177 12 薩摩 壺 12 8 堂平n
13 須恵器 瓶 9 6 灰黄褐 灰黄

14 陶器（美濃） 天目 12 にぶい赤褐黒褐 黒褐，にぶい赤褐 16C中頃

15 溝10 肥前（赤絵） 椀 4. 8 色絵（赤絵）

16 青磁 小椀 9 2 

17 青磁 皿 6 8 

118 9 
青花 皿 6 4 景徳鎮玉取獅子。 16C中

白磁 椀．皿 5 浅黄橙 浅黄橙 森田—E類。 16C

20 溝12 土師器 坪 16 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

21 溝10 土師器 鉢 16 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ・横ケズリ ナデ やや赤み

22 
構12

青花 椀 12 6 

23 青花 椀 13 6 

25 
溝13

須恵器 甕 黄灰 暗灰黄 平行タタキ 同心円当て具 古代

26 青花 皿 27 碁笥底。底部釉剥ぎ

28 肥前（柔付） 碗 11 2 大溝北側と接合 「福寿J

29 肥前（陶器） 皿 4.4 内野山

30 肥前 大皿

31 中世須恵器 鉢か？ 褐灰 にぷい褐 -

32 陶器（僅前） 摺鉢 灰福にぶい橙 阪褐

33 瓦賃土器 擢鉢 32 灰白，にぷい橙 灰白 -

|森田〇類。割高台0 -~--四四--
179 

34 白磁 小皿 4 3 16 
域窯

335 6 
肥前（染付） 碗 4.55 「年製J

須恵器 壺？ 4 2 にぶい赤褐 灰赤 長頸の壺？。 T字のヘラ書き

37 須恵器 甕 灰 灰白 格子目タタキ 車輪文 -

38 東播磨系須忠器 片口鉢 l 2 灰 見込みにガラス質釉付恙

39 両磁 皿 6. 2 灰白 中国つ花火スタンプ

40 輸入陶器 壷・甕 12 にぶい赤褐黒褐 褐灰 福建・広東

42 陶器（備前） 壺 16 2 黄灰 黄灰 -

43 中世須恵器 甕 33 -

44 中世須悪器 甕 33.2 大滑滑21小集石と接合

45 薩摩 甕 34 黄灰 黄灰 18G以降。貝目

46 薩摩 甕 34 黄灰 黄灰 18C以降。貝目

180 
47 薩摩 壺＂甕 18 黄灰 灰黄 堂平n期
48 薩摩 摺鉢 12 堂平n期
4g 陶器（備前） 摺鉢 灰 黄灰 -

50 瓦貴土器 羽釜 灰黄褐 黄灰 -

271 



表59 中・近世遺構出土遺物観察表(8)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 謂整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

51 肥前（磁器） 皿 14 

52 肥前（陶器） 碗 4. 6 

180 
53 肥前（染付） 碗 4.35 

54 肥前（陶器） 皿 14 4 

5555 6 8 
溝16

肥前（陶器） 皿 5 

I 
肥前（陶器） 鉢 11 8 

青花 皿 13 6 4 見込蛇ノ目釉剥ぎ。 16C。津州窯

59 青花 皿 10 2 4 2 85 碁笥底高台・津州窯

60 青花 碗 13 2 津州窯

181 61 溝20 青花 碗 13 3 淳州窯

62 
溝16

青花 皿 9 2 津州窯

63 白磁 皿 4. 5 中国製か

64 溝20 陶器 壺．甕 28 4 浅黄 浅黄 大型，産地不明

65 溝16 青磁 壺 黒褐 黒褐 13C頃(D末-E期）

66 青花 皿 12 6 6 4 2 45 景徳鎖

67 肥前 鉢 18 9 褐灰 灰黄

68 溝17 青磁 皿 10 2 5 5 2 9 

69 土師器 こしき にぷい橙

70 須恵器 甕 オリープ灰 オリープ灰 口縁部

71 溝19 青花 碗 12 8 4. 6 4. 3 回転ケズリ 津州窯

72 74 
土師器 小皿 5 4 浅黄 にぶい黄橙 糸切り。中世

182 
肥前（陶器） 皿 4. 4 

75 陶器（備前） 擢鉢 24 4 13 灰黄にぶい褐 暗灰黄

76 陶器（備前） 鉢 26 灰，灰黄 灰

77 溝21 瓦質土器 21 黄灰 褐灰

78 瓦質土器 鉢 18 1 灰白 灰白 筑後国府に同類あり。 14C後半

79 瓦質土器 羽釜 17 4 灰白 灰黄

80 陶器（常滑） 甕 褐 褐灰

81 中世須恵器 甕 黄灰 灰黄 格子目タタキ ハケメ

82 陶器 鉢 17 黒褐 暗赤褐 産地不明

84 土師器 小皿 8 4 橙 橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

85 溝22集石A 土師器 小皿 5 4 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

86 肥前（陶器） 皿 4. 6 初期伊万里

87 溝22集石C 肥前（染付） 碗 11 6 

88 青磁 皿 13 8 

89 
溝22集石C

青磁 皿 12 6 

90 青磁 皿 5 

91 青磁 碗 5 5 

92 溝11集石B 青磁 小碗 12 8 14C 

93 青磁 坪 4. 4 

94 輸入陶器 天目 倣建窯

95 白磁 皿 12 4 

183 
96 青磁 花瓶・瓶 5 淡黄

97 青磁 不遊環瓶 外面のみ全面施釉

98 磁辻窯 盤 22 にぷい橙 晋江磁辻窯

1909 0 
東播磨系須恵器 片口鉢 27 8 灰 灰 神出・魚住でない

溝11集石A 中世須恵器 甕 33 8 灰白 灰白 樺万丈か

101 瓦質土器 羽釜 16 4 灰 灰白 指痕あり

102 須恵器 壺 14. 4 灰 灰

103 陶器（常滑） 甕 灰褐

104 瓦質土器 播鉢 10. 2 灰 灰 ハケメ スリ目はない

105 東播磨系須恵器 甕 灰 灰 格子目タタキ ハケメ 大溝と接合。中世

106 土師器 ホウロク にぶい黄橙 浅黄橙 フライパン形

107 東播磨系須恵器 片口鉢 23 2 灰 灰 神出・魚住でない

108 溝22 白磁 碗 5 6 森田―E類・ 16C

109 溝22集石A 中世須恵器 甕 灰 灰 山形タタキ 山形タタキ

110 青磁 碗

111 溝23 青磁 碗 J 2 施釉

112 青磁 皿 8 

113 肥前（唐津） 皿 13 2 4.85 3 8 灰白 灰白 唐津・皮鯨。 17C初

114 青花 皿 13 8 4. 7 3 6 景徳鎮。碁笥底高台

115 青花 皿 4. 9 津州窯

11117 6 
溝24 肥前 猪口 7 6 3 

肥前 猪口 J 6 3 05 

118 白磁 碗 4. 4 

184 
119 青花 碗 11 9 津州窯

120 土師器 大皿 26 黒 にぶい橙 ナデ ナデ スス付着。糸切り。中世

121 溝24集石A 炉壁 にぷい橙

122 須恵器 碗 16 4 6 8 黄灰 黄灰 古代か？東播磨系ではない

11213 4 
東播磨系須恵器 甕 黒 灰 神出・魚住でない

溝24集石B 瓦l'!土器 羽釜 浅黄 浅黄

125 瓦質土器 擢鉢 14, 8 灰 灰 -

116 陶器潰翫 福鉢 34 8 にぶい黄橙 灰黄褐

127 諭入陶器か 壺 11 8 褐灰 にぷい赤褐 福建｀広東沿岸

128 
溝24集石c 陶器 鉢か ， にぷい赤褐 灰黄褐 芦地不明

129 陶器 壺か 4. 5 灰黄 褐灰 逹地不明

132 灌25 白磁 壺 D-F期

1113333 4 5 

肥前（染付） 碗 13 6 -

即1lll:梁付） 盤 14" 2 焼成やや不良（還元不良）

肥前 蓋 '""~'""''~ 
136 肥前（染付） 皿 5. 3 -

185 
137 言花 碗 3. 9 滓州窯（陶胎？）

138 肥前（染付） 皿 13 2 5. 3 3 2 -

139 青花 碗？ 5. 4 津州窯

140 粕入陶器 壺 11 にぶい潟 にぶい橙 福建・広東

141 瓦質土器 翠盆 22 黄灰 暗灰黄 -

11442 3 
両磁 碗 16 -

陶器 擢諄 9 8 にぶい赤褐 にぷい赤褐 ナデ ナデ 近世

144 土師器 皿・坪 16.2 灰白 灰白 ナデ ナデ 糸切り 中世

145 土師器 皿＂坪 g 2 にぷい黄 にぶい黄 ナデ ナデ 糸切り 中世

186 
146 土師器 皿＂坪 7.6 にぶい黄橙 にぷい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

147 土師器 小皿 5. 4 にぷい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り 中世

148 肥前（陶器） 大皿 7 8 初期伊ア＂巨



表60 中・近世遺構出土遺物観察表(9)

挿
No 遺構 種別 器種

口径 底径 器高 胴径
色調（外） 色訓（内） 鵡整（外） 謂整（内） 備考

國 (cm) (cm) (cm) (cm) 

149 肥前 碗 5 1690-1780年代

150 肥前（染付） 碗 5 2 

151 肥前か 5 

152 青花 碗 5 15 景徳鎮

186 
11553 4 

溝28 肥前 天目 6 にぶい赤褐 暗褐

陶器 鉢 黒褐 黒褐 産地不明

155 青花 皿 9 4 5 景徳鎖

156 青花 皿 2 6 景徳鎮

157 青磁 盤

159 陶器（常滑） 甕

162 土師器 皿 11 6 にぷい橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

163 土師器 大皿 22 6 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

11664 5 
土師器 皿 4. 5 浅黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

土師器 小皿 6 4 にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

166 土師器 小皿 6 2 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

167 土師器 皿か にぶい黄橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

168 薩摩 碗 13 4 加治木・姶良系。 ISC以降

169 薩摩 蓋 5 黒 にぶい橙

170 肥前 碗 4. 4 

187 
171 肥前 碗 4. 6 

11772 3 
肥前（唐津） 大皿 32 三島唐津。 IBC前半

肥前 皿 14 4. 4 3 9 17C前半

174 溝34 肥前（唐津） 碗 5 8 1JC初頭

175 肥前（色絵） 碗 4. 4 色絵（赤絵）

176 肥前（染付） 碗 4. 8 

177 青磁 碗 17 2 外面に雷文

178 青磁 皿 8 碁筒底

179 輸入陶器 鉢 灰白 浅黄

180 肥前（染付） 皿 13 6 3 1 

I 11882 1 
青花 皿 20 9 景徳鎮？

陶器 摺鉢 5 5 にぶい黄褐 にぶい褐 近世

183 輸入陶器 甕 にぶい黄 にぶい黄 産地不明

188 184 輸入陶器 四耳壷 にぶい黄褐 灰 晋江磁仕窯。四耳壺

185 輸入陶器 盤 20. 6 黒褐 灰 福建・広東

186 中世須恵器 甕 24 灰．灰白 灰 産地不明

190 
1 

礫積遺構
土師器 坪 にぶい橙 浅黄橙 ナデ ナデ 古代・完形

2 東播磨系須恵器 片口鉢 灰 灰 神出・魚住でない

1 集石③ 肥前（伊万里） 皿 22 2 91 7 染付

2 薩摩 甕 20 

3 
集石⑥

薩摩 甕 15 6 

4 薩摩か 甕か 19 黄灰 褐灰

5 薩摩 甕．壺 12 

6 集石② 肥前（染付） 碗 11 4 4. 9 6 8 波佐見か？

192 7 集石⑥ 肥前 碗 11 明褐 明褐

8 
集石⑤

肥前 碗 4. 2 灰黄褐 にぶい黄褐， 白磁 碗 4. 8 森田―E類皿E-2(16C)

10 溝内集石1 陶器（備前） 播鉢 29 8 灰 暗灰黄 粘土紐痕跡

11 集石② 陶器（備前） 摺鉢 灰褐 暗褐

12 集石④ 中世須恵器 甕 30 灰白 灰白 産地不明

13 集石② 陶器 甕か 褐灰 灰黄褐 産地不明

15 青花 皿 10. 8 5 1 75 回転ケズリ 碁笥底高台。津州窯

16 肥前 碗 4. 6 

17 青磁 皿 5 6 花文（スタンプ）

193 
18 

溝内集石1
肥前（陶器） 碗 4. 2 

219 0 
磁辻窯 盤 灰暗灰黄 灰オリーブ 晋江磁仕窯

土師器 皿 9 6 灰 灰 ナデ ナデ 糸切り。中世

11 瓦質土器 甕 18 灰 灰

22 瓦質土器 甕・壷？ 灰．にぶい黄橙 にぶい橙

194 
1 

土器埋設遺構
土師器 坪 12 8 3 4 淡黄 淡黄 ナデ ナデ 糸切り。中世

2 土師器 坪 12 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

1 焼土9 土師器 皿 11 6 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

197 
2 土師器 皿 10. 6 灰黄褐 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

4 3 
焼土1 土師器 皿 97 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 糸切り。中世

土師器 皿 11 8 にぶい黄橙 灰褐 ナデ ナデ 糸切り。中世

1 
大溝

青磁 大碗 9 0 

2 青磁 大碗 8 6 
207 

ナデ ナデ3 肥前（陶器） 擢鉢 スリメ

4 
大型土坑5

肥前（陶器） 蓋 3 8 3 6 ナデ ナデ 糸切り

1 中 (1 

挿 No 出土区 遺構 種別 器種 石材
最大長 最大幅 最大厚 直径 器高 胴径

備考
図 (cm) (cm〉 (cm) (cm) (cm) (cm) (g) 

I 1-J 大溝 石製品 茶臼 21 8 12 I, 280 直径218cm 上部のみ器高!Uc薗

2 溝21西側集石 石製品 茶臼 21 950 直径21cm

3 闊-5 溝9 石製品 石臼 29. 6 l 2,050 直径29.6cm 

4 
溝24

石製品 石臼 28. 6 720 直径286cm 

5 石製品 茶臼 26 670 直径26cm

6 大型土坑⑤ 石製品 茶臼 20 4 100 直径20.4cm 

） N-B 大型土坑③ 石製品 茶臼 17 65 直径17cm

8 OP-4 石製品 茶臼 42" 2 140 直径422cm 

198 9 石製品 茶臼 18 2 490 直径18。2cm

10 OP 5 石製品 茶臼 95 

11 H 大溝 石製品 石鉢 32 8 13 5 I, 440 直径328cm 

12 PQ-5 大型土坑llJ 石製品 石鉢 27. 6 8 I, 440 直径27.6cm 

13 D-2 ビッ臼内 石塔 石臼かつ 8 1,800 

14 IJ 4・5 溝22 石塔 石臼か？ 5,500 

15 I 8 大溝 穿孔石製品 1、200 "ダ 1能性あり

16 溝24 石塔 五輪塔 15 28 17 B 900 地帷の未製品利用か

17 M-4 大和＋姑谷〉 石燐 五輪塔 21 17 5 17 5 100 窃閑蛤



表62 中・近世遺構出土石製品観察表(2)

挿 最大長 最大幅 最大厚 直径 器高 胴径 重量
備考No 出土区 層位 遺構 種別 器種 石材

図 (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (g) 

1 溝24集石A 滑石製品 石鍋 滑石 35 JOO タテ耳

2 T-6 皿a' 滑石製品 石鍋 滑石 31 4 580 羽釜

3 〇-5 大型土坑① 滑石製品 石鍋 滑石 22 6 233 羽釜

4 C-7 Il 滑石製品 石鍋 滑石 23 110 羽釜

5 〇-5 大型土坑① 滑石製品 石鍋 滑石 80 羽釜

6 K-4 皿a 滑石製品 石鍋 滑石 80 スス付着羽釜

7 A-6 m 滑石製品 石鍋 滑石 65 羽釜

8 大型土坑① 滑石製品 バレン状石製品 滑石 5 J 5 1 60 滑石二次加工

199 9 A-6 Il 滑石製品 バレン状石製品 滑石 6 8 4 2 100 滑石二次加工

10 B-4 I 滑石製品 バレン状石製品 滑石 5 5 J 1 45 滑石二次加工

11 D-6 溝28 滑石製品 石鍋 滑石 110 

12 A-5 Il 滑石製品 石鍋 滑石 45 

13 Q-9 ma・ 滑石製品 重りの錘 滑石 6 4 6 195 102 滑石製石鍋転用品・穿孔

14 FG-3 7号土坑墓 滑石製品 石錘 滑石 2 1 I 65 1 35 5 

15 B-5 Il 滑石製品 石錘 滑石 3 5 I 8 15 15 

16 A-6 I 滑石製品 石錘 滑石 2 4 I 3 0 6 4 

17 D-2 皿b 滑石製品 石錘 滑石 2 75 I 15 115 4 穿孔径03-0 4 

表63 中・近世遺構出土土製品・石器・ガラス製品観察表

挿
遺構

最大長 最大幅 最大厚 重量
備考2No 種別 器種 石材

図 (cm) (cm) (cm) (g) 

111 1 2号炉状追構 土製品 土錘 4 1 

123 4 5 
t2 軽石製品 軽石 11 9 11 9 6 236 1 石塔か

t1 軽石製品 軽石 4 7 3 4 3 9 5 縄文石器

四 54 
大型土坑③

石器 打製石斧 頁岩n
128 66 軽石製品 軽石 7 40 6 10 I 20 19 90 板状に整形

131 105 大型土坑⑤ 土製品 土製品 6 4 1 2 レンガの可能性あり

134 
大型土坑①

石器 磨製石斧 頁岩 縄文石器

135 石器 磨製石斧 安山岩 12 30 5 50 3 10 281 40 縄文石器

136 石器 打製石斧 頁岩皿 15 20 6 60 2 60 284 00 縄文石器

137 石器 磨製石斧 頁岩 (11 10) 4 75 315 286 00 縄文石器

138 大型土坑⑥ 石器 砥石 砂岩 15 9 5 2 J 520 
136 

139 軽石製品 軽石 111 8 45 6 113 5 植木鉢？

140 石器 磨製石斧 頁岩皿 (15 05) (2 90) (1 JO) 107 10 縄文石器

141 
大型土坑⑦

石器 騒製石斧 頁岩皿 10 60 4 60 3 00 246 80 縄文石器

142 石器 磨製石斧 頁岩 14. 50 5 35 2 20 180 20 縄文石器

143 大型土坑④ 軽石製品 軽石 4 9 4 2 J 4 

141 35 土坑98 軽石製品 軽石 29 21 6 16 2 

148 47 土坑63 石器 敲石 砂岩 4 2 2 6 11 42 縄文石器

152 26 A'5-9 土製品 土錘 4. 45 1 05 1 4 3 

254 土製品 土錘 4 3 2 2 2 3 

2225565 8 1 
大溝

土製品 土錘 4 6 1 25 115 4 9 指痕明瞭
170 

石製品 紡錘車 表面研磨0 5 22 

ガラス製品 ガラス玉

173 309 大溝石列 石製品 硯

13 
溝内集石1

石器 打製石斧 頁岩w 121 5 6 13 106 2 縄文石器
175 

15 石器 礫器 頁岩n 3 7 10 2 15 85 5 縄文石器

41 
溝15

石器 砥石 頁岩v (6 40) 3 JO I 05 30 90 
179 

44 石器 打製石斧 頁岩 I (12 00) 6 55 I 50 132 00 縄文石器

180 57 溝16 軽石製品 軽石 3 6 5 1 J 14 6 

182 73 溝21 石器 磨製石斧 頁岩n 9 2 4 2 縄文石器

130 
溝24

石器 砥石 砂岩 10 9 8 6 3 I 420 
184 

131 土錘土製品 3 2 1 9 19 81 

186 158 溝28 軽石製品 軽石 117 6 1 4 101 1 

187 
溝34

石器 磨石 砂岩 4 8 4 3 2 2 712 縄文石器
188 

188 軽石製品 軽石 6 8 3 J 1 4 

192 14 集石2 軽石製品 軽石 102 7 8 4 6 109 4 

193 13 構内集石1 石器 打製石斧 頁岩皿 10 10 6 05 I 65 84 30 縄文石器

5 J 
軽石製品 軽石 13 70 12 80 8 40 289 00 

197 焼土1
石製品 石錘 滑石 2 20 1 75 I 30 6 00 

表64 中・近世遺構出土金属製品観察表

挿
遺構

最大長 最大幅 最大厚 重量
備考No 種別

図 (cm) (cm) (cm) (g) 
挿 No 遺構 種別

最大長 最大幅 最大厚 重量
備考

図 (cm) (cm) (cm) (g) 

4 1 9 11 0 6 1 119 18号土坑墓 2. 6 2 1 13 92 -

2 0 8 D 6 

゜6 4 0. 9 0 5 I 

6. 5 1 0 7 6. 84 
126 

銅製品 7. 3 0. 65 銅I 21 83 

J 4 1 0 9 0 8 2 127 大型土坑② 4 4 3 0 5 6 J ノミロ式腰刀（短刀）

B 3. 5 0 9 0 5 0. 128 大型土坑③ 2、1 1 0 7 2、17 古銭に通す， 3 J 0 8 0 4 

゜10 2. 9 0 7 0 5 

゜
131 1 I 

6. 8 3. 0 9 22" 58 粽玲

8 2 I 0, 5 10 43 -

11 
13号土坑墓

3. 2 0) 0 3 

゜112 3 
3 1 0 7 0 7 1 

2" l 1 D 6 

゜

土坑内 3 1 

゜
0. 5 釘

148 
ピット 12. 6 2 0 65 74 73 穿孔

KB-5 4. 3 2" 0 8 8 38 狩股鏃

14 2。J 0) 0 6 

゜
MJ-29 7 3 I 0 6 5, 62 刀子

119 15 3" 1 0 75 0 9 1 152 闊8-15 2. 2 1 0 4 1 32 小札

16 1 6 0 75 0 5 0. K9-51 2. 3 0. 0. 4 2. 45 

17 1. 5 I 2 0. 35 0. 闊7-36 銅製品 2. 3 

゜
0. 4 〇.51 -

18 I 8 I 7 0 5 I 鉄製品 3,2 

゜
0, 3 0 53 針？

19 1 6 11 0 4 1 

220 1 
4. 3 0 75 0 6 1 

14号土坑茎
3 l 0 8 D 9 1 

22 2 4 0, 7 0 8 1。1

大溝
銅製品 6 9 。":' 0 4 2. 45 針？

録邸品 4 3 1.: 0 2 3. 33 釘か？

銅製品 金箔＂飾金具

満21 7.3 1 0 8 8 8 

13 2 4 0 8 0 6 I 2 8 I 0 4 J 18 

24 1号土坑墓 12 5 2 3 。：ニラ刀部はない
15 

14号土坑墓
2 8 0 8 

26 4 1 0.1 Q 6 

9. 1 2 0 6 穿孔

焼土1 9. 6 1. 0 6 14 31 -
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1号住3 1号住9

1号住30 3号住15

4号住9 4号住11

古墳時代住居跡出土土器①
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5号住1 5号住21

5号住27 5号住29

5号住57

古墳時代住居跡出土土器②
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6号住5 6号住26

6号住18 6号住73

6号住89 8号住3

古墳時代住居跡出土土器③
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8号住11

8号住13 8号住18

8号住30

8号住25

古墳時代住居跡出土土器④
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9号住1 9号住2

10号住18

1嗚住23 10号住41

古墳時代住居跡出土土器⑤
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あとがき

本報告書は古墳時代から近世編についてのものである

が，編集を終えてみて改めてその内容の豊富さに圧倒さ

れた。古墳時代と中近世ではともに集落があり，かつ重

要な遺構・遺物が確認されている。調査中から「これは

すごい」という声が内外から何度も聞こえてはいたが，

まさかこのような河川沿いにこれだけの遺構・遺物が存

調査に関わった方々

発掘作業員

阿久根睦美阿久根香子鰺坂他賀子有薗千代子有村末彦

有元キミエ安藤つゆ子池畑慎理子石原達義石間伏広志
今村孝蔵今村延良今村孝今村道子井料満弥井料信子

井出ヶ原洋子今門譲 上大田五月子 上薗建蔵上薗光子

上禁操内田ノブ子大山健一大坪満雄尾辻ちひろ桁マリ子

加治屋ミヤ子 片平サクラ 上久保エミ子 神野アキ子
神野勝徳神野智子狩集まゆみ川崎和美川治国治川井健次
川村義博川原テミ川路ハナ子川原嘉一柿園ヨリ子勝里美

木落よし子 久保田敏子 久保次男 古城政美 古城信雄

小牧繁臣小森利文小峯成五反スミ子坂上良光 坂下ヨシ子

坂元愛子坂ロスミ子坂野タヅ子鮫島文夫鮫島マリ子

鮫島カツ工鮫島キミエド大薗サキ下大薗ヒサエ下薗操
芝原弘光 十田國子城倉正勝 白間謙章新徳三郎
清木場ミチ子下野利男諏訪薗茂夫諏訪薗トミエ諏訪薗幸夫

園田貞子立石みずき 田添洋子橘薗隆雄鶴東イツェ

津原勝久寺内桃代寺師マユミ 堂薗アサエ堂薗萬厘子

年永敦子年永輝雄鳥越のり子 田中ヒサエ 中祠アヤ子
中證四夫 中江イツ子 中島豊文 中山みほ子 中野明浩

中間正信 西前和子 二宮久志 二宮ふみ子 西田ユミ子
野入高美 長谷川すみ子 畠中茂孝 畠中良節 八田久二

原口久治 原口磯子 原ロシヅ子 原ロマサ子 原口掠子

原園ヒロ子花牟祠イツ子花立晃東福子日吉昭男平田和哉

束小薗ヨシ子平山美恵子久永マリ子福島リウ子福永キヨ子
福永健一 古市昭子 藤田政久 藤田正芙 前田トシ子

在し，また軍要なものがこれほど多く含まれていること

など予想だにしえなかった。

これらの遺構・遺物の中には，適切な評価を与えるこ

とができたとは言い難いものもある。この反省は，他の

万之瀬川関連遺跡へ生かしていくこととしたい。また，

今後も継続的に本遺跡について深めていきたい。 (U) 

前田裕見子前原タマ子前野政治松下武見前田みえ子

牧勝雄松山影行前野ヨシ子南道子南良子宮下麻貴子

宮脇イチ子 宮内敏郎 南ヨシ子 南ヨツェ 宮里サッ子
森川伸子森勉森田幸子森田裕一宿利哲夫山口正人
山日順子 矢崎則夫 横田利男吉留美紀子 吉留ミチ子

整理作業員

浅山順子有川ひとみ有村貴子池田真弓石井涼子石坂きくえ
市薗厚子 石坂啓子 井出上福代 今村智子 稲留文子

今西ゆかり 植山ひろみ海老原弘子大田雅子大保裕子

大村禰紀小倉ひろ子小田原美保落合由美子乙幡佳子
柏木節子柏木和子柏原千鶴加藤明子川野高子上赤世沖子

北道成子郷田千秋古賀野美智子小薗久美子後藤ひろみ

木島恵美小中由美子細田保子榮素子迫間洋子佐士原恵
鮫嶋みどり重久ひとみ下入佐正子新徳より子末川章吾

末川七々恵末原智子杉本夏美瀬戸口俊子竹ノ内礼子
田中美佐枝 田ノ上輝美 田寅美穂 田代留美立山佳代子

田淵一子垂門加世鶴みつ子寺田美幸土井明子中川ヒロミ

中川原聡子永井絹子長澤みどり 永田和子永田ひとみ

長友みゆき中村敏江西消子西浩司西川明美西川貴浩
西園礼子西田のり子野辺由美子原田ゆかり橋口まゆみ

橋口晶子東国原ゆかり福園とし子福留良映藤田みどり

古里智恵子別府祐子松平ひとみ松下奈津美松村郁美
真野さゆり 丸山みゆき宮坂多美子宮原紀代毛井恵子

持田好子森山優子八ケ代祐子山ド貴子山元順子吉岡美喜

なお，上記のほか発掘調杏から報告書作成に至るまで以下

の多くの方々の御指導・御教示・御協力をいただいた。

赤塚志保網田龍生石田和哉泉拓良板倉佳代子岩永勇亮
池田榮史上田耕上東克彦大野薫岡田章一甲斐康大

加藤武司川上岩男川口雅之河瀬正利切通雅子久保智康

久保弘幸栗林文夫黒住耐二桑波田武志倉元良文黒田恭正
児玉健一郎 阪口英毅 相美伊久雄 佐藤亜聖 佐藤真人

新里貴之 新留美香住田雅和 関一之 高倉洋彰 竹下国光

立神勇志丹治康明士橋陽子鶴田静彦 樋泉岳二堂込秀人

徳田有希乃 永濱功治 永山修一 中村直子 西田茂

西園勝彦 新田栄治 野間口勇 橋口拓也 橋口亘

橋本達也 林匡 韓盛旭 束和幸 日高勝博 日高奉文

B高正人廣栄次福永修一福永裕暁福島吾意子藤井大祐
藤尾慎一郎本田道輝前迫亮一馬籠亮道松田朝由真邊彩

宮ド貴浩 宮地聡一郎 村上恭通 桃崎佑輔 森内秀造
八木澤一郎柳原敏昭 山中一郎 山元宏子横手浩二郎

吉岡康弘羅善華渡辺芳郎和田るみ子

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (121)
中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 (III)
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